
近
世
初
期
ケ
ル
ン
に
お
け
る
救
貧
制
度
改
革
と
そ
の
展
開

櫻

井

美

幸

近世初期ケルンにおける救貧制度改革とその展開（櫻井）

【
要
約
】
　
一
般
に
西
欧
諸
都
市
で
は
、
一
六
世
紀
前
半
市
政
府
主
導
に
よ
る
救
貧
制
度
改
革
が
行
な
わ
れ
た
。
従
来
救
貧
改
革
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
都
市

特
有
の
現
象
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
き
た
が
、
最
近
で
は
、
都
市
の
経
済
危
機
と
周
辺
人
口
の
流
入
に
対
処
す
る
為
の
宗
派
を
問
わ
な
い
歓
会
統
制
の
試

み
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
最
大
の
人
口
を
擁
す
カ
ト
リ
ッ
ク
都
市
ケ
ル
ン
に
お
い
て
も
、
救
貧
制
度
の
改
革
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
そ

れ
は
市
参
事
会
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
下
に
な
さ
れ
た
抜
本
的
な
社
会
制
度
改
革
で
は
な
く
、
教
区
組
織
と
教
会
と
い
っ
た
、
中
世
か
ら
続
く
地
縁
的
紐

帯
の
下
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
少
し
で
も
「
改
革
」
の
名
に
値
す
る
と
し
た
ら
、
人
文
主
義
の
素
養
を
身
に
つ
け
た
一
部
の
富
裕
市
民
に

よ
る
、
個
人
的
な
救
貧
シ
ス
テ
ム
の
改
良
へ
の
努
力
の
結
果
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
も
彼
ら
の
動
機
は
、
死
後
の
救
霊
と
い
う
伝
統
的
な
救
済
観
念

に
基
づ
い
て
い
た
。
従
っ
て
ケ
ル
ン
で
な
さ
れ
た
改
革
は
、
早
世
か
ら
持
続
し
て
い
た
都
市
の
救
貧
シ
ス
テ
ム
の
「
改
良
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
四
巻
四
号
　
二
〇
〇
［
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
中
世
都
市
ケ
ル
ン
の
政
治
体
制
に
関
す
る
研
究
は
、
戦
後
多
く
の
蓄
積
が
な
さ
れ
て
い
る
。
特
に
政
治
ツ
ン
フ
ト
「
ガ
ッ
フ
ェ
ル
」
を
基
盤

と
す
る
市
政
統
治
体
制
所
謂
ガ
・
フ
・
ル
体
制
の
塁
的
性
格
を
肯
定
す
る
プ
了
二
・
ツ
等
の
古
典
学
説
に
対
し
て
は
、
一
九
六
〇
年
代
囮

以
降
様
々
な
批
判
に
曝
さ
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
代
表
す
る
の
は
ヘ
ル
ボ
ル
ン
、
ミ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
に
よ
る
、
参
事
会
員
、
四
四
人
委
員
　
6
9



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

会
の
構
成
員
の
出
自
に
関
す
る
丹
念
な
プ
ロ
ソ
フ
ォ
グ
ラ
フ
ィ
ー
研
究
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
成
果
に
よ
り
、
ガ
ッ
フ
ェ
ル
体
制
と
は
、
全
て
の

手
工
業
者
に
開
か
れ
た
民
主
的
な
政
治
統
治
体
制
で
は
な
く
、
古
い
門
閥
支
配
か
ら
、
特
定
の
新
し
い
名
望
家
層
に
よ
る
寡
頭
支
配
に
変
化
し

た
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　
し
か
し
ガ
ッ
フ
ェ
ル
の
民
主
的
性
格
等
に
関
し
て
今
だ
に
議
論
の
盛
ん
な
中
世
後
期
と
比
較
す
る
と
、
近
世
、
特
に
一
六
世
紀
の
都
市
の
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

会
構
造
に
関
す
る
研
究
は
あ
ま
り
に
少
な
い
。
ケ
ル
ン
は
ニ
ハ
世
紀
を
過
ぎ
て
も
、
尚
人
目
五
万
に
迫
る
大
都
市
で
あ
り
、
ガ
ッ
フ
ェ
ル
体
制

の
成
立
以
後
、
ケ
ル
ン
の
市
政
構
造
に
如
何
な
る
変
化
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
訳
で
は
決
し
て
な
い
。
一
六
世
紀
と
い
う
時
代
は
、
政
治
的
に
は

有
力
な
市
参
事
会
員
の
中
か
ら
特
定
の
六
人
が
三
年
毎
に
市
長
職
を
代
替
す
る
慣
行
が
定
着
し
た
時
期
で
あ
る
。
但
し
市
政
の
閉
鎖
化
が
進
行

し
支
配
層
の
固
定
化
が
な
さ
れ
た
こ
と
と
、
市
参
事
会
の
権
限
の
強
化
、
統
治
支
配
権
の
集
権
化
と
は
ケ
ル
ン
で
は
必
ず
し
も
結
び
つ
か
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
解
明
は
十
分
に
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
近
世
ケ
ル
ン
の
社
会
構
…
造
を
別
の
視
点
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
す
る
新
し
い
論
究
が
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ル
ホ
フ
に
依
っ
て
な
さ
れ
た
。
彼
は
一
六
世
紀
ケ
ル
ン
に
お
け
る
犯
罪
統
制
と
裁
判
制
度
に
関
し
分
析
を

行
な
い
、
一
六
世
紀
と
い
う
時
代
は
都
市
役
人
の
道
徳
腐
敗
と
専
門
知
識
の
欠
如
が
恒
常
化
し
つ
つ
あ
る
時
代
で
あ
っ
た
と
結
論
付
け
た
。
彼

は
被
疑
者
の
関
係
者
の
請
願
に
よ
る
恩
赦
が
習
慣
化
し
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
、
市
参
事
会
の
警
察
権
力
の
脆
弱
さ
を
証
明
し
た
。
こ
の
著
作
は
、

政
治
史
を
追
う
だ
け
で
は
解
明
が
難
し
い
市
当
局
の
市
民
統
制
の
問
題
に
、
犯
罪
と
裁
判
と
い
う
側
面
か
ら
接
近
を
試
み
た
と
い
う
点
で
、
高

く
評
価
出
来
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
政
治
上
の
役
割
と
は
別
に
市
参
事
会
が
市
民
生
活
に
対
し
如
何
に
社
会
統
制
を
行
な
っ
て
き
た
か
と
い
う
課
題
は
、
膨
大
な

蓄
積
の
あ
る
ケ
ル
ン
史
の
中
で
従
来
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
領
域
で
あ
る
。
し
か
し
、
市
民
生
活
を
規
律
化
し
、
困
窮
す
る
市
民
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

は
扶
助
を
与
え
る
と
い
っ
た
、
世
俗
当
局
と
し
て
の
市
参
事
会
の
役
割
を
探
る
こ
と
は
、
市
参
事
会
の
○
げ
嘱
一
σ
q
犀
Φ
諦
と
し
て
の
権
限
が
如
何
に

強
化
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
見
る
上
で
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
特
に
ケ
ル
ン
は
強
固
な
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
の
都
市
と
さ
れ
、
経
済
的
側
面
に
お
い

て
は
、
市
参
事
会
は
、
ケ
ル
ン
市
内
の
教
会
が
保
持
し
て
い
た
ワ
イ
ン
な
ど
の
搬
入
に
お
け
る
免
税
特
権
を
廃
す
る
こ
と
を
一
六
世
紀
に
成
功
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⑤

さ
せ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
社
会
統
制
の
面
で
も
世
俗
当
局
の
成
長
と
共
に
教
会
の
影
響
力
は
後
退
し
た
の
か
、
つ
ま
り
両
者
の
力
関
係
の

変
化
を
探
る
に
は
ケ
ル
ン
と
い
う
都
市
は
最
適
で
あ
る
。
そ
の
探
求
の
方
法
と
し
て
、
都
市
の
扶
助
シ
ス
テ
ム
の
形
成
と
拡
大
、
更
に
は
慈
善

思
想
が
支
配
層
に
浸
透
す
る
思
想
的
背
景
を
分
析
す
る
こ
と
が
、
一
六
世
紀
ケ
ル
ン
の
市
政
構
造
を
社
会
統
制
と
い
う
側
面
か
ら
照
射
す
る
と

い
う
意
味
で
は
非
常
に
有
益
に
な
る
。
特
に
本
稿
で
は
、
市
当
局
が
救
貧
対
策
の
側
面
で
如
何
に
市
民
生
活
を
律
し
て
い
っ
た
か
に
焦
点
を
当

て
た
い
。

　
何
故
社
会
統
制
の
見
る
為
に
は
救
貧
改
革
の
分
析
が
有
効
か
と
い
う
と
、
一
六
世
紀
の
二
〇
年
代
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
問

わ
ず
西
欧
各
都
市
で
世
俗
当
局
主
導
に
よ
る
救
貧
改
革
が
実
行
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
救
貧
問
題
に
関
す
る
研
究
の
歴
史
は
古
い
。

救
貧
改
革
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
所
産
で
あ
る
と
み
る
伝
統
的
な
見
方
の
も
の
か
ら
、
最
近
は
こ
の
差
異
を
相
対
化
し
、
各
都
市
の
個

別
の
事
情
を
分
析
す
る
こ
と
で
改
革
内
容
や
改
革
の
成
否
を
問
お
う
と
す
る
論
考
が
多
い
。
確
か
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
イ
ー
プ
ル
で
み
ら
れ
た
救

貧
改
革
が
、
内
容
の
ル
タ
ー
派
的
性
格
が
当
蒔
か
ら
論
争
の
標
的
に
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
宗
派
の
差
異
か
ら
救
貧
改
革
の
背
景
を
探
る

と
い
う
手
順
は
適
切
で
は
な
い
。
ケ
ル
ン
の
場
合
も
強
固
な
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
の
都
市
と
い
う
概
念
に
添
わ
れ
す
ぎ
る
と
、
改
革
の
本
質
を
見

誤
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
よ
り
も
フ
ァ
ン
・
ル
イ
ス
・
ビ
ー
ベ
ス
や
ド
ミ
ン
ゴ
・
デ
・
ソ
ト
ー
、
更
に
エ
ラ
ス
ム
ス
に
代
表
さ
れ
る
人
文
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

者
の
救
貧
に
対
す
る
思
想
が
諸
都
市
で
な
さ
れ
た
救
貧
改
革
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
と
す
る
デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
主
張
の
方
が
、
何
故
ほ
ぼ
同
時

期
に
救
貧
改
革
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
都
市
で
実
行
さ
れ
た
か
と
い
う
原
因
を
究
明
す
る
上
で
説
得
力
を
持
つ
。
従
っ
て
筆
者
も
こ
の
立
場
に
立
ち
、

人
文
主
義
の
浸
透
と
改
革
の
進
展
は
大
き
な
繋
が
り
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
為
ケ
ル
ン
の
救
貧
シ
ス
テ
ム
の
変
化
と
拡
大
を
見
て
い
く

上
で
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
都
市
と
の
比
較
は
本
稿
で
は
主
眼
に
な
い
こ
と
を
付
け
加
え
て
置
き
た
い
。

　
一
五
二
〇
年
代
に
各
都
市
で
行
な
わ
れ
た
救
貧
改
革
の
骨
子
は
、
浮
浪
行
為
を
制
限
す
る
代
わ
り
に
困
窮
市
民
に
対
し
て
は
基
金
を
設
立
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

扶
助
を
行
な
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
般
に
改
革
は
市
政
府
の
主
導
で
な
さ
れ
、
基
金
の
運
営
は
市
政
府
の
監
督
下
に
置
か
れ
た
。
し

か
し
ケ
ル
ン
で
は
勿
論
他
の
多
く
の
カ
ト
リ
ッ
ク
都
市
と
同
様
に
基
金
の
設
立
も
な
く
、
改
革
条
令
が
起
草
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
で
は
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ケ
ル
ン
の
救
貧
シ
ス
テ
ム
は
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
た
の
か
。
ケ
ル
ン
の
救
貧
制
度
に
関
す
る
信
頼
出
来
る
研
究
の
う
ち
最
も
古
い
も
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

一
九
二
五
年
置
ヴ
ォ
イ
コ
ヴ
ス
キ
i
・
ビ
ー
ダ
ウ
の
著
作
で
あ
る
。
彼
は
一
五
世
紀
後
半
か
ら
、
市
参
事
会
が
市
の
救
貧
施
設
の
管
理
権
を
教

会
の
手
か
ら
奪
う
こ
と
に
よ
り
、
救
貧
綱
度
自
体
の
市
営
化
を
達
成
し
て
い
っ
た
と
結
論
付
け
た
。
し
か
し
彼
が
主
張
し
て
い
る
市
営
化
の
根

拠
と
は
、
施
療
院
の
管
理
者
（
勺
「
○
く
一
も
o
O
H
）
の
任
命
権
が
教
会
か
ら
市
参
事
会
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
と
、
施
療
院
の
市
参
事
会
に
対
す
る
財
政

報
告
の
義
務
化
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
実
を
以
て
市
民
へ
の
扶
助
シ
ス
テ
ム
が
改
善
さ
れ
た
と
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
不
十
分
で
あ
る
と
い
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

る
。
一
九
八
六
年
の
ユ
ッ
テ
の
著
作
は
ケ
ル
ン
の
救
貧
改
革
と
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
改
革
と
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
ユ
ッ
テ
は
ヴ
ォ
イ
コ

ヴ
ス
キ
ー
・
ビ
ー
ダ
ウ
の
著
作
に
対
し
、
微
細
な
事
実
認
定
の
誤
り
を
指
摘
し
た
上
で
、
ケ
ル
ン
で
は
市
参
事
会
主
導
の
救
貧
改
革
が
進
展
し

な
か
っ
た
こ
と
を
認
め
、
代
わ
り
に
教
区
共
同
体
に
よ
る
教
区
内
の
在
宅
貧
者
の
為
の
扶
助
体
制
の
存
続
を
強
調
し
た
。
一
次
史
料
を
丹
念
に

駆
使
し
た
結
果
に
よ
る
彼
の
結
論
は
納
得
出
来
る
。
し
か
し
彼
は
こ
う
し
た
救
貧
制
度
の
分
権
と
い
う
べ
き
状
態
が
何
故
近
世
以
降
も
効
力
を

保
持
し
得
た
の
か
、
ま
た
宗
派
を
問
わ
ず
各
都
市
で
み
ら
れ
た
救
貧
制
度
の
集
権
化
と
位
置
付
け
ら
れ
る
世
俗
当
局
の
統
舗
が
成
功
し
な
か
っ

た
の
か
と
い
う
理
由
を
明
確
に
し
て
い
な
い
し
、
教
区
共
血
痕
に
つ
い
て
も
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
構
造
の
変
化
を
無
視
し
て
い
る
。
鋼

　
　
⑪

の
論
考
で
彼
は
フ
ー
コ
ー
の
「
規
律
化
」
概
念
を
ケ
ル
ン
の
改
革
に
当
て
は
め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
彼
が
規
律
化
の
説
明
に
用
い
た
の
は
市

参
事
会
に
よ
る
浮
浪
規
制
条
令
の
頻
発
で
あ
る
。
結
局
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
と
の
比
較
に
お
い
て
も
、
他
の
カ
ト
リ
ッ
ク
都
市
と
も
類
似
性
の
な

い
ケ
ル
ン
と
い
う
都
市
の
独
自
性
を
際
立
た
せ
る
結
果
に
終
わ
っ
て
お
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
比
較
と
い
う
面
で
、
ケ
ル
ン

は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
は
な
り
得
な
い
こ
と
を
露
呈
し
て
い
る
。

　
従
っ
て
本
稿
で
は
救
貧
改
革
に
対
す
る
市
政
府
、
教
区
共
同
体
、
教
会
と
富
裕
市
民
の
態
度
個
々
に
観
察
し
中
世
末
期
か
ら
近
世
に
か
け
て

の
変
化
の
過
程
を
追
っ
た
上
で
、
近
世
初
期
ケ
ル
ン
の
統
治
体
制
と
市
民
生
活
の
統
制
強
化
と
い
う
問
題
に
対
し
、
救
貧
制
度
と
い
う
点
か
ら

ケ
ル
ン
社
会
を
照
射
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
都
市
当
局
が
、
他
都
市
と
は
異
な
り
救
貧
制
度
を
変
革
す
る
必
要
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
し

た
ら
、
そ
の
背
景
は
何
に
求
め
ら
れ
る
の
か
。
先
ず
申
世
最
期
か
ら
強
化
さ
れ
た
市
参
事
会
の
浮
浪
規
制
の
効
力
に
関
し
て
述
べ
、
次
い
で
市
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民
に
対
す
る
困
窮
の
緩
和
が
ど
の
よ
う
に
努
力
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
分
析
す
る
。
最
後
に
救
貧
改
革
の
理
論
的
支
柱
で
あ
っ
た
人
文
主
義
思
想

の
ケ
ル
ン
で
の
発
展
過
程
に
も
触
れ
、
近
世
初
期
ケ
ル
ン
の
救
貧
シ
ス
テ
ム
の
全
体
像
を
具
体
的
に
提
示
し
た
い
。

近世初期ケルンにおける救貧制度改革とその展開（櫻井）

①
両
者
と
も
「
ガ
ッ
フ
ェ
ル
体
制
」
の
革
命
的
性
格
を
否
定
す
る
立
場
に
あ
り
な

　
が
ら
も
、
そ
の
成
立
を
各
市
民
屡
の
問
に
お
け
る
妥
協
に
よ
る
も
の
と
し
、
法
制

　
的
断
絶
を
唱
え
る
ヘ
ル
ボ
ル
ン
と
、
体
制
の
起
源
を
商
人
ガ
ッ
フ
ェ
ル
に
求
め
、

　
指
導
層
の
社
会
的
連
続
性
を
強
調
す
る
ミ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
で
は
、
微
妙
に
立
場
が
異

　
な
る
。
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．
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史
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。
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ス
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と
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六
人

　
衆
」
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『
比
較
都
市
史
研
究
』
一
八
＝
一
、
一
九
九
九
年
が
、
市
参
事
会
員
の
「
名

　
誉
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を
扱
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て
い
る
。
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．
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当
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れ
る
が
定
訳
は
な
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。
「
オ
ー
プ
リ
ヒ
カ

　
イ
ト
」
と
い
う
日
本
語
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
研
究
者
も
い
る
が
、
こ
こ
で

　
は
原
語
の
ま
ま
使
用
す
る
。

⑤
森
谷
美
幸
（
拙
稿
）
、
「
中
世
後
期
ケ
ル
ン
に
お
け
る
都
市
と
教
会
l
l
霧
参
事

　
会
に
よ
る
教
会
政
策
を
中
心
に
一
」
『
史
林
㎞
八
ニ
ー
三
、
　
一
九
九
九
年
、
四

　
四
頁
か
ら
七
五
頁
参
照
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N
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Z
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ヴ
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成
瀬
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他
訳
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愚
者
の
王
国
異
端
の
都
市
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平

　
凡
社
　
　
～
九
八
七
年
、
三
八
頁
以
下
参
照
。

⑦
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
扱
っ
た
包
括
的
な
研
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の
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を
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る
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史
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一
　
浮
浪
規
制
と
労
働
強
制

　
ケ
ル
ン
も
中
世
後
期
、
特
に
一
五
世
紀
の
半
ば
以
降
都
市
内
に
流
入
す
る
浮
浪
民
の
増
加
に
悩
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ケ
ル
ン
で
は
輸
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

向
け
の
基
幹
産
業
が
毛
織
物
業
か
ら
絹
織
物
、
金
細
工
業
へ
移
り
ゆ
く
構
造
転
換
期
に
当
た
り
、
ま
た
親
方
層
と
職
人
層
間
の
階
層
分
化
も
進

行
し
て
い
た
。
さ
ら
に
周
辺
農
村
の
食
料
危
機
や
疫
病
の
流
行
な
ど
が
重
な
り
、
大
量
の
貧
民
が
都
市
に
流
れ
込
ん
で
来
る
こ
と
と
な
る
。
都

市
当
局
が
治
安
の
保
全
と
市
民
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
最
初
に
行
な
っ
た
施
策
は
、
余
所
者
と
市
民
を
線
引
き
し
、
前
者
に
対
し
て
は
市
内
か

ら
排
除
し
、
浮
浪
行
為
を
取
り
締
ま
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
市
参
事
会
備
忘
録
中
に
み
ら
れ
る
最
古
の
浮
浪
規
制
は
一
四
二
七
年
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
市
参
事
会
は
「
男
で
も
女
で
も
、
イ
タ
リ
ア
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ド
イ
ツ
ま
た
は
他
国
出
身
の
も
の
で
、
の
ら
く
ら
者
、
放
蕩
者
、
浮
浪
者
、
下
男
下
女
、
わ
れ
ら
の
都
市
内
を
単
に
何
も
し
な
い
で
う
ろ
つ
い

て
い
る
者
達
の
う
ち
で
、
体
が
壮
健
、
健
康
で
パ
ン
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
、
良
き
人
々
の
為
に
奉
仕
し
よ
う
と
思
え
ば
出
来
る
の
に
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
気
力
が
な
い
者
達
」
で
、
＝
週
間
以
内
に
仕
事
に
就
か
な
い
者
」
を
警
視
（
O
①
蓄
一
巳
。
ゲ
§
）
と
塔
役
人
（
日
¢
暮
ヨ
Φ
一
ω
聾
）
に
市
外
追
放
す

る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
そ
し
て
何
度
も
市
内
に
舞
い
戻
っ
て
来
た
場
合
に
は
先
程
の
都
市
役
人
達
が
彼
ら
を
「
首
枷
を
は
め
て
拷
問
に
か
け
、
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服
を
脱
が
せ
鞭
打
っ
た
後
」
市
外
へ
再
度
追
い
や
る
よ
う
指
導
し
た
。
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
規
制
令
の
数
は
増
え
、
規
制
の
対
象
に
な
る
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

も
増
加
す
る
よ
う
に
な
る
。
一
四
七
三
年
に
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
も
市
外
追
放
の
対
象
と
な
り
、
市
民
が
自
分
の
家
な
ど

に
こ
れ
ら
の
者
を
隠
匿
し
て
い
た
場
合
は
、
身
体
検
査
の
後
、
塔
に
監
禁
し
て
か
ら
警
視
に
引
き
渡
す
よ
う
命
じ
た
。

　
一
五
五
〇
年
ま
で
の
問
、
参
事
会
備
忘
録
に
み
ら
れ
る
物
乞
い
、
外
国
人
、
ジ
プ
シ
ー
な
ど
の
市
外
追
放
を
命
じ
た
浮
浪
規
制
令
は
、
個
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

を
除
き
計
二
五
回
発
布
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
実
か
ら
は
治
安
警
察
と
し
て
の
市
参
事
会
の
強
い
意
志
と
、
本
来
援
助
を
受
け
る
べ
き
地

元
の
貧
民
へ
の
配
慮
を
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
規
制
令
の
頻
発
の
理
由
を
、
市
参
事
会
が
、
社
会
を
規
律
化
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る

と
評
価
す
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
結
局
規
制
の
効
力
が
上
が
ら
な
か
っ
た
為
、
何
度
も
同
内
容
の
命
令
を
発
布
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
見
倣

す
方
が
適
切
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
一
七
世
紀
ま
で
市
内
に
は
恒
久
的
な
監
獄
は
存
在
せ
ず
、
罪
人
は
重
罪
と
判
断
さ
れ
ケ
ル
ン
大
司
教
の

伯
が
管
轄
す
る
上
級
の
参
審
裁
判
所
に
送
致
さ
れ
な
い
限
り
、
市
の
藤
里
に
あ
る
各
塔
に
一
時
的
に
拘
留
さ
れ
た
後
簡
単
な
誓
約
を
す
る
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

で
釈
放
さ
れ
る
の
が
常
態
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
命
令
を
執
行
す
る
都
市
役
人
の
質
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
都
市
の
治
安
を
保
全
す
る
役
目
を
担
う
参
事
会
員
の
中
か
ら

選
出
さ
れ
る
都
市
役
人
は
、
犯
罪
一
般
の
取
締
り
を
行
な
う
警
視
（
○
Φ
器
臣
9
鐸
）
、
都
市
の
防
備
を
監
督
す
る
守
衛
頭
（
ω
酔
ぎ
白
Φ
一
ω
聾
）
、
監

獄
の
機
能
も
備
え
る
塔
の
管
理
を
行
な
う
塔
頭
（
一
ワ
蛋
圏
ヨ
ヨ
Φ
一
ω
σ
①
尉
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
の
塔
役
人
に
よ
っ
て
取
ら
れ
た
犯
罪
調
書
を
基
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

都
市
の
治
安
体
制
に
関
し
考
察
を
行
な
っ
た
シ
ュ
ヴ
ェ
ル
ホ
フ
に
依
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
都
市
役
人
の
定
数
は
常
時
二
人
し
か
設
定
さ
れ
て
お
ら

ず
、
し
か
も
他
の
都
市
役
人
と
同
様
に
一
定
の
家
系
が
世
襲
で
受
け
継
ぐ
こ
と
の
多
い
名
誉
職
に
近
い
役
職
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
彼
ら
に
犯
罪

行
為
を
取
り
締
ま
る
能
力
や
体
力
を
有
し
た
と
は
到
底
推
測
で
き
な
い
。
事
実
、
浮
浪
者
を
見
付
け
だ
し
、
追
放
行
為
を
執
行
し
て
い
た
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

警
視
の
部
下
で
あ
る
警
吏
達
で
あ
っ
た
。
警
吏
の
中
で
も
特
に
浮
浪
者
の
監
督
、
取
締
り
を
担
当
し
た
の
は
「
な
ら
ず
者
の
王
様
」
、
別
名
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ロ
ッ
ケ
ル
ゲ
ン
と
呼
ば
れ
た
特
別
に
参
事
会
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
者
で
あ
っ
た
。
史
料
上
の
初
出
は
｝
五
＝
一
一
年
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
市
参

事
会
が
「
な
ら
ず
者
の
王
様
」
を
選
ぶ
ま
で
警
吏
が
市
内
の
浮
浪
者
の
追
放
を
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。
彼
ら
に
対
す
る
市
民
の
評
判
は
あ
ま
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⑪

り
芳
し
く
な
か
っ
た
。
彼
等
の
評
判
が
悪
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
参
事
会
報
告
の
内
容
か
ら
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
彼
ら
は
浮
浪
者
の
側
か
ら
浮
浪
行
為
を
見
逃
し
て
く
れ
る
代
わ
り
に
何
某
か
の
金
銭
を
賄
賂
と
し
て
懐
に
入
れ
て
い
た
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

分
か
る
か
ら
で
あ
る
。
一
五
三
六
年
、
市
参
事
会
の
塔
頭
に
対
す
る
「
な
ら
ず
者
の
王
様
」
達
を
フ
ェ
ー
デ
放
棄
誓
約
と
引
き
替
え
に
釈
放
す

る
よ
う
命
ず
る
報
告
の
中
で
、
「
な
ら
ず
者
の
王
様
」
が
市
場
に
居
る
貧
し
い
人
々
か
ら
金
銭
を
取
る
こ
と
の
な
い
よ
う
塔
頭
に
命
じ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
で
あ
る
。
更
に
～
五
四
八
年
の
塔
頭
の
市
参
事
会
へ
の
報
告
の
中
で
は
、
「
な
ら
ず
者
の
王
様
」
が
物
乞
い
や
病
人
か
ら
金
銭
を
取
る
の
と

引
き
替
え
に
都
市
内
で
自
由
に
し
て
い
る
の
で
、
警
視
は
彼
を
四
日
間
水
と
パ
ン
の
み
で
拘
留
す
る
旨
が
書
か
れ
て
い
る
。
～
五
一
三
年
の
市

参
事
会
令
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
ら
は
一
応
都
市
と
雇
用
関
係
に
あ
る
都
市
役
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
の
俸
給
は
警
視
と
比
較
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

る
ま
で
も
な
く
低
く
、
市
民
の
中
で
も
か
な
り
下
層
に
属
す
る
者
達
が
こ
の
役
職
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
市
参
事
会
は
一
五
四
四
年

　
　
　
　
⑮

警
視
に
対
し
、
警
吏
達
の
間
で
蔓
延
っ
て
い
る
悪
弊
を
正
し
新
し
い
規
則
を
作
成
し
て
市
参
事
会
に
提
示
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。
こ
の
「
悪

弊
」
と
は
先
程
の
賄
賂
を
指
す
よ
う
だ
。
警
吏
達
が
浮
浪
行
為
を
見
逃
し
た
理
由
を
、
単
純
に
賄
賂
の
魅
力
に
あ
っ
た
と
判
断
す
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
抑
圧
さ
れ
る
者
同
士
と
し
て
の
あ
る
種
の
連
帯
感
が
浮
浪
者
へ
の
憐
れ
み
や
同
情
に
変
質
し
、
警
吏
達
に
そ
の
よ
う
な

行
動
を
取
る
こ
と
を
選
択
さ
せ
た
と
考
え
る
こ
と
は
行
き
過
ぎ
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
同
じ
都
市
役
人
で
あ
っ
て
も
、
参
事
会
員
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
る
警
視
達
は
明
ら
か
に
都
市
の
上
層
に
属
す
者
が
職
を
担
っ
て
い
た
。

上
層
市
民
が
抱
く
浮
浪
者
像
の
一
端
を
垣
間
見
せ
て
い
る
の
が
多
く
の
浮
浪
規
制
令
に
登
場
す
る
次
の
よ
う
な
文
言
で
あ
る
。
　
五
一
七
年
の

　
　
　
　
　
　
⑯

参
事
会
令
の
中
で
、
参
事
会
は
警
視
と
塔
役
人
に
対
し
、
市
内
の
通
り
を
彿
徊
す
る
豚
を
逃
が
し
た
市
民
か
ら
罰
金
を
取
っ
た
上
で
農
場
に
追

い
や
る
よ
う
命
じ
た
次
に
、
物
乞
い
、
の
ら
く
ら
者
を
市
外
追
放
に
す
る
旨
が
並
列
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
な
ら
ず
者
の
王
様
」
に
は
浮

浪
者
の
追
放
の
他
に
、
義
血
す
る
豚
や
犬
な
ど
の
処
分
と
い
う
公
衆
衛
生
上
の
役
目
を
担
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
上
層
市
毘

に
と
っ
て
浮
浪
者
も
豚
も
通
り
を
汚
す
障
害
物
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
勿
論
、
一
六
世
紀
後
期
に
生
き
た
ケ
ル
ン
市
参
事
会
員
で
ワ
イ
ン
商
人
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

あ
っ
た
日
記
作
者
ヘ
ル
マ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ワ
イ
ン
ス
ベ
ル
ク
の
よ
う
に
貧
民
に
対
し
同
情
的
な
意
見
を
述
べ
る
上
層
市
民
も
い
た
こ
と
は
確
認
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近世初期ケルンにおける救貧制度改革とその展開（櫻井）

出
来
る
が
、
彼
の
よ
う
な
人
物
は
恐
ら
く
少
数
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
こ
の
時
代
、
西
欧
各
都
市
で
似
た
内
容
を
持
つ
浮
浪
規
制
令
が
発
布
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
に
関
し
て
N
・
Z
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
人
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

主
義
の
影
響
を
示
唆
し
て
い
る
。
都
市
の
参
事
会
の
中
枢
を
占
め
る
上
層
市
民
達
に
は
人
文
主
義
思
想
に
傾
斜
す
る
者
が
多
か
っ
た
。
彼
ら
独

特
の
「
美
意
識
」
が
浮
浪
者
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
の
だ
。
ケ
ル
ン
に
お
け
る
人
文
主
義
の
拡
大
に
関
し
て
は
第
三
章
で
扱
う
の
で
こ

こ
で
は
詳
細
に
述
べ
な
い
が
、
ケ
ル
ン
で
も
人
文
主
義
を
奉
じ
る
者
は
多
か
っ
た
。
整
然
と
し
た
都
市
景
観
を
求
め
る
者
達
に
は
、
恐
ら
く
浮

浪
者
の
群
れ
は
治
安
を
乱
す
危
険
極
ま
り
な
い
騰
馬
で
あ
り
、
障
害
物
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
浮
浪
者
の
追
放
を
命
じ
る
上
層
市
民
た
る
都
市
役

人
と
、
実
際
に
命
令
を
執
行
す
る
下
級
官
吏
達
の
間
に
は
貧
民
を
巡
る
意
識
の
差
異
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
命
令
指
揮
系
統
で

軋
礫
が
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、
職
務
の
迅
速
で
正
確
な
遂
行
を
難
し
く
し
た
と
推
測
し
た
と
し
て
も
決
し
て
的
外
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
更
に
規
制
の
実
行
の
障
害
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
が
、
市
内
に
散
在
す
る
教
会
施
設
の
存
在
で
あ
る
。
一
五
四
七
年
、
市
参
事
会
は
警
視

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
警
吏
に
、
説
教
の
最
中
ケ
ル
ン
大
聖
堂
に
入
り
、
お
喋
り
を
し
て
い
る
者
達
を
静
か
に
さ
せ
物
乞
い
を
追
い
払
う
よ
う
命
じ
て
い
る
。
し
か

し
二
年
後
の
一
五
四
九
年
、
市
長
の
報
告
の
中
で
次
の
よ
う
な
事
実
が
明
ら
か
と
な
る
。
司
教
座
聖
堂
の
首
席
司
祭
が
ケ
ル
ン
市
に
文
句
を
言

っ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
「
な
ら
ず
者
の
王
様
」
が
何
人
か
の
物
乞
い
を
大
聖
堂
か
ら
連
れ
出
し
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
彼

ら
を
逮
捕
し
た
そ
の
場
所
（
聖
堂
内
）
に
戻
す
よ
う
求
め
た
の
で
あ
る
。
参
事
会
は
こ
の
要
求
に
対
し
、
塔
役
人
に
件
の
物
乞
い
た
ち
を
尋
問

さ
せ
、
犯
罪
性
が
な
い
場
合
は
釈
放
す
る
よ
う
に
命
じ
る
一
方
、
大
聖
堂
の
中
に
物
乞
い
を
戻
す
こ
と
は
許
さ
な
か
っ
た
。
教
会
所
領
内
で
は

市
参
事
会
の
権
力
を
行
使
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
事
例
で
あ
る
。
中
世
後
期
以
降
も
、
教
会
に
と
っ
て
は
物
乞
い
は
「
キ
リ
ス
ト
の

貧
者
」
と
し
て
保
護
す
る
対
象
で
あ
り
続
け
た
。
特
に
司
教
座
聖
堂
の
場
合
、
聖
堂
参
事
会
員
は
貴
族
家
系
出
身
者
に
限
定
さ
れ
、
身
分
上
大

司
教
に
直
属
し
て
い
た
か
ら
、
市
参
事
会
の
命
令
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
は
な
か
っ
た
。
有
力
市
民
か
ら
成
る
世
俗
の
教
区
共
同

体
が
財
産
や
運
営
の
管
理
を
行
な
っ
て
い
た
教
区
教
会
以
外
に
、
律
院
、
修
道
院
な
ど
世
俗
権
力
の
及
ば
な
い
教
会
所
領
を
多
く
持
つ
教
会
施

設
が
独
自
に
貧
民
に
喜
捨
な
ど
の
保
護
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
も
、
参
事
会
の
発
布
す
る
規
制
の
実
行
を
難
し
く
し
た
に
違
い
な
い
。
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し

　
以
上
の
事
実
か
ら
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ル
ホ
フ
が
強
調
し
た
ケ
ル
ン
市
当
局
の
犯
罪
統
制
権
の
脆
弱
さ
は
、
浮
浪
行
為
の
取
締
り
と
い
う
側
面
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
て
も
証
明
さ
れ
た
と
い
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
他
都
市
と
同
様
に
ケ
ル
ン
市
参
事
会
も
浮
浪
者
に
労
働
を
奨
励
し
た
。
し
か
し
仕
事
を
持
た
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

い
者
に
仕
事
を
斡
旋
し
た
り
職
業
訓
練
を
受
け
さ
せ
る
と
い
っ
た
こ
と
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
地
元
の
貧
民
に
対
し
て
は
、
基
金
を
設
立

す
る
こ
と
で
救
貧
資
金
を
一
本
化
す
る
こ
と
も
試
み
な
か
っ
た
。
一
見
市
参
事
会
の
一
連
の
浮
浪
規
制
の
措
置
は
地
元
の
貧
者
に
配
慮
し
て
い

る
か
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
具
体
策
の
欠
如
は
明
確
で
あ
る
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
ケ
ル
ン
市
参
事
会
の
救
貧
体
制
の
整
備
に
対
す
る
消
極
性
で
あ
る
。
し
か
し
救
貧
改
革
へ
の
消
極

性
が
そ
の
ま
ま
こ
の
時
代
の
ケ
ル
ン
市
で
は
救
貧
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
市
参
事
会
が
中
世
以
来
の
救
貧
制
度
に
何
の
手

も
加
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
昧
す
る
の
で
は
な
い
。
次
章
で
は
地
元
貧
者
の
扶
養
と
い
う
問
題
に
焦
点
を
当
て
、
＝
ハ
世
紀
の
救
貧
体

制
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
、
そ
し
て
徐
々
に
変
化
を
遂
げ
て
い
っ
た
か
を
探
る
。
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①
経
済
構
造
転
換
説
に
関
し
て
は
次
を
参
照
。
男
監
査
α
q
ζ
甲
b
貯
§
謎
息
慧
・

　
N
§
臼
摩
ミ
隷
礎
審
・
恥
貯
ミ
漆
N
鳩
ド
言
窒
黛
ミ
N
鈎
魯
幽
き
黛
ミ
専
昏
芝
δ
ω
ぴ
巴
零

　
一
⑩
刈
り
．
こ
の
学
説
が
抱
え
る
諸
々
の
問
題
点
に
関
し
て
は
、
田
北
巌
道
門
イ
ル

　
ジ
ー
ダ
ラ
ー
の
中
世
後
期
ケ
ル
ン
「
経
済
構
造
の
転
換
」
論
の
諸
問
題
」
『
比
較

　
都
市
史
研
究
』
二
一
二
　
一
九
八
三
年
。

②
≦
．
ω
貯
。
ぎ
（
犀
ω
α
q
シ
象
§
賊
§
Q
鴨
§
慧
尉
籍
、
誰
忌
跨
§
鮫
費
ミ
さ
、
・

　
§
窺
N
ミ
轟
誉
、
ぎ
ミ
§
ミ
§
冠
も
ミ
ミ
N
鈎
§
び
き
ミ
ミ
回
雪
（
以
下
略
諺
ζ
雪
）
”

　
切
9
H
曽
切
。
自
一
り
。
。
ω
η
ψ
①
O
Φ
「

③
　
仕
事
に
就
か
ず
、
市
内
を
放
浪
す
る
者
達
を
、
ケ
ル
ン
で
は
特
に
ζ
巳
ぼ
早

　
。
。
8
ゆ
霞
と
呼
ん
で
い
た
。
イ
ル
ジ
ー
グ
ラ
ー
は
こ
の
名
称
を
ク
レ
ー
ン
の
水
車

　
押
し
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
見
倣
し
て
い
る
が
、
単
に
「
ゴ
ミ
屑
」
程

　
度
の
意
昧
か
も
知
れ
な
い
。
F
・
イ
ル
ジ
ー
グ
ラ
ー
、
A
・
ラ
ゾ
ッ
タ
著
、
藤
代

　
幸
一
二
一
中
世
の
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
た
ち
㎞
白
水
社
　
一
九
九
二
年
、
二
二
頁
。

④
ω
瞥
Φ
旦
き
’
ρ
象
§
H
》
ω
．
①
8
．
甲
り
び
Φ
琶
Φ
≦
磐
蓄
昌
ヨ
偶
匿
p
ξ
。
。
ω

　
≦
毘
ω
。
冨
p
U
ξ
山
畠
8
一
口
山
碧
山
臼
窪
い
曽
巳
①
p
＜
o
詳
旨
¢
覧
Φ
蕊
［
o
①
ω
ω
Φ
「
曽

　
蓄
話
窪
Φ
＝
巳
冨
無
畠
σ
q
8
α
q
Φ
♪
ζ
①
。
葺
2
巳
謹
撰
。
臣
①
》
露
Φ
ぎ
β
霧
臼
ω
翼

　
α
q
臥
三
ζ
巴
8
冨
口
壱
8
住
8
げ
σ
Q
動
昇
β
日
ぴ
属
㊦
σ
Q
覧
①
饗
Φ
》
錘
①
儒
。
。
げ
ω
§
。
汐

　
一
髪
σ
q
①
ω
§
3
着
二
民
朝
露
鼻
≦
着
器
鐸
ぎ
住
σ
q
民
。
巳
包
2
象
㊦
器
p
旨
。
①
。
ゲ

　
器
三
巳
鮎
霧
超
虫
山
。
ぎ
魯
≦
一
頴
昌
酔
…
。
、

⑤
一
四
七
三
年
五
月
一
九
日
と
七
月
一
九
日
。
ω
邑
P
図
げ
野
〉
目
窪
戸
ω
．

　
膳
⑩
9

⑥
数
の
算
定
は
ω
件
①
ぎ
の
≧
8
口
と
、
竃
．
国
記
犀
霧
（
卑
。
・
α
q
■
ソ
b
並
肉
魯
－

　
篭
N
§
。
善
発
§
譜
寒
糞
§
昏
＄
鴨
ミ
寒
N
§
。
q
じ
d
臼
目
し
ω
8
∴
黛
窃
』
島
。
・
①
一
畠
。
蹴

　
一
Φ
Φ
ρ
鍔
9
0
竃
ロ
（
属
携
σ
q
シ
b
ご
§
》
N
謎
給
智
肉
ミ
題
譜
、
調
製
ミ
漆
ミ
一
ω
8
－



近世初期ケルンにおける救貧制度改革とその展開（櫻井）

　
一
α
α
O
（
以
下
略
し
d
Φ
“
。
。
三
虜
ω
o
）
－
b
d
餌
．
H
乏
く
．
O
自
。
・
給
乱
。
猟
一
㊤
。
。
O
山
㊤
り
O
の
各
市

　
参
事
会
備
忘
録
か
ら
行
な
っ
た
。

⑦
ケ
ル
ン
の
裁
判
制
度
に
関
し
て
は
、
林
毅
「
中
世
都
市
ケ
ル
ン
の
裁
判
所
制

　
度
」
魍
西
洋
中
世
自
治
都
市
と
都
市
法
』
敬
文
堂
　
一
九
九
一
年
所
収
、
八
五
頁

　
か
ら
一
〇
五
頁
を
参
照
。

⑧
ω
。
ぎ
①
跨
。
h
播
p
帥
b
‘
寒
§
Q
§
貫
ω
眞
＆
．

⑨
ゆ
薮
①
爵
α
巴
σ
q
9
こ
の
役
職
は
ク
ロ
ッ
ク
、
ク
ロ
ッ
ケ
ル
ゲ
ン
と
い
う
渾
名
で
も
、

　
頻
繁
に
史
料
に
登
場
す
る
。
警
吏
の
中
か
ら
特
に
任
命
さ
れ
て
い
た
。
最
初
は
一

　
入
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
複
数
形
で
史
料
に
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か

　
ら
、
一
つ
の
集
団
と
な
っ
て
い
っ
た
ら
し
い
。
一
五
三
〇
年
に
活
躍
し
た
ペ
ー

　
タ
ー
・
ホ
ル
ン
と
い
う
人
物
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

⑩
一
五
＝
二
年
六
月
一
〇
日
。
○
§
Φ
炉
舞
．
ρ
b
ロ
§
ミ
貼
退
避
H
り
ω
為
①
．

⑪
二
人
の
市
畏
女
性
が
、
彼
ら
と
市
参
事
会
を
悪
し
様
に
罵
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

　
塔
に
｝
時
的
に
拘
留
さ
れ
た
。
一
五
三
〇
年
十
～
月
一
八
日
。
国
げ
負
b
6
題
ら
ミ
駐
亀

　
同
H
H
ω
．
¶
蒔
⑩
．

　
　
り

⑫
｝
五
三
六
年
二
月
二
日
。
国
げ
目
切
§
ミ
覆
蔵
H
＜
曽
ω
．
ω
①
刈
．

⑬
～
五
四
八
年
二
月
一
七
日
。
b
弓
§
ミ
欝
導
く
”
ω
娠
①
9

⑭
｝
五
四
六
年
三
月
三
日
、
門
な
ら
ず
者
の
王
様
」
達
が
、
市
参
事
会
に
対
し
給

二
　
市
民
の
扶
養

一
節
教
区
共
同
体
の
「
貧
者
の
食
卓
」

　
料
を
上
げ
て
く
れ
る
様
要
求
し
て
い
る
。
レ
ン
ト
マ
イ
ス
タ
ー
（
会
計
頭
）
は
、

　
こ
れ
を
認
め
た
ら
し
い
。
b
u
跨
9
ミ
題
馬
H
H
押
ψ
護
り
．

⑮
　
一
五
四
四
年
五
月
一
六
日
、
十
月
二
二
日
。
国
び
α
．
一
b
σ
跨
ら
ミ
鋳
融
く
響
ω
．
N
O
①
－

　
卜
⊃
A
伊
．

⑯
一
五
一
七
年
一
月
七
日
。
国
匪
．
》
し
d
§
ミ
譜
鴇
戸
ω
．
ω
①
餅

⑰
国
訂
煽
（
學
ω
α
Q
．
￥
b
§
ヒ
u
ミ
》
一
§
嵩
§
茜
b
§
ぎ
証
書
ミ
§
§
之
◎
鳶
亨

　
詠
§
鳥
声
ゆ
鼻
H
踏
切
。
§
一
Q
。
O
。
。
一
ω
．
一
お
．

⑱
デ
イ
ヴ
ィ
ス
、
前
掲
『
愚
者
の
王
国
異
端
の
都
市
』
八
九
頁
か
ら
九
〇
頁
。

⑲
～
五
四
七
年
＝
月
二
日
。
○
δ
想
望
弾
．
騨
○
‘
b
d
§
ミ
駐
潔
く
”
ω
．
⊆
。
罐
．

⑳
～
五
四
九
年
一
月
十
～
日
。
国
げ
負
ヒ
ロ
§
ミ
駐
亀
く
甲
ψ
①
O
み
．

⑳
都
市
役
人
に
、
大
聖
堂
の
前
を
浮
浪
す
る
物
乞
い
達
に
土
を
運
ば
せ
る
な
ど
、

　
都
市
の
為
に
役
立
つ
仕
事
を
さ
せ
る
様
提
案
し
て
い
る
の
が
、
　
　
五
二
九
年
～
月

　
一
三
日
。
国
践
．
り
切
§
ミ
ミ
亀
一
鍔
ψ
ゆ
。
。
①
．
浮
浪
者
に
通
り
を
掃
除
さ
せ
、
木
屑

　
を
運
ば
せ
る
様
に
都
市
役
人
に
命
じ
て
い
る
の
が
、
～
五
三
〇
年
～
二
月
｝
二
日
。

　
団
竃
‘
b
d
題
q
ミ
讐
竃
囲
國
押
ω
．
刈
ω
9

⑫
　
デ
イ
ヴ
ィ
ス
、
前
掲
『
愚
者
の
王
国
異
端
の
都
市
』
五
五
頁
。
但
し
、
健
常

　
な
乞
食
に
対
し
て
行
な
っ
た
強
制
労
働
は
、
リ
ヨ
ン
で
も
挫
折
し
て
い
る
。

中
世
を
通
じ
て
ケ
ル
ン
市
で
貧
者
救
済
を
担
っ
て
い
た
の
は
第
一
に
教
会
施
設
で
あ
っ
た
。
市
内
に
散
在
す
る
修
道
院
や
律
院
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①

（
囚
＆
Φ
σ
q
墨
差
津
）
は
定
期
的
な
食
事
の
施
し
な
ど
の
喜
捨
の
他
に
、
自
ら
の
所
領
内
に
病
人
や
貧
者
を
収
容
す
る
施
療
院
を
備
え
て
い
た
所

も
あ
っ
た
。
市
参
事
会
は
教
会
施
設
が
管
理
し
て
い
た
施
療
院
の
監
督
権
を
掌
握
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
＝
ハ
世
紀
に
は
既
に
律
院
内
の
施
療

院
は
大
抵
年
金
受
給
者
の
為
の
扶
養
施
設
へ
と
変
質
し
て
お
り
、
中
世
後
期
に
建
設
さ
れ
た
市
営
の
施
療
院
も
巡
礼
者
や
余
所
者
の
貧
民
を
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

限
付
き
で
一
時
的
に
収
容
す
る
簡
易
宿
泊
所
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
施
設
に
地
元
の
貧
者
を
扶
助
す
る
余
地
は
残
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
代
わ
り
に
地
元
貧
者
の
救
済
を
行
な
っ
た
の
は
〉
§
鶏
げ
Φ
酔
け
臼
、
「
貧
者
の
食
卓
」
と
い
う
教
区
共
同
体
が
運
営
す
る
救
済
シ

ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
こ
の
教
区
共
同
体
に
よ
る
救
貧
シ
ス
テ
ム
は
低
地
地
方
で
タ
ー
フ
ェ
ル
と
呼
ば
れ
る
も
の
と
同
様
で
あ
り
、
タ
ー
フ
ェ
ル
の
方
は
既
に
＝
二

世
紀
に
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
低
地
地
方
で
は
近
世
へ
移
行
す
る
中
で
次
第
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
市
当
局
の
管
理
下
に
一
本
化
さ
れ
て
い
く
の

だ
が
、
ケ
ル
ン
で
は
や
っ
と
一
五
世
紀
に
二
つ
の
教
区
で
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
み
で
、
大
半
の
教
区
で
整
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
一
六
世
紀
を
過
ぎ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
こ
の
時
点
ま
で
は
教
会
の
喜
捨
が
十
分
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
か

し
市
参
事
会
も
～
五
世
紀
後
半
か
ら
市
内
の
浮
浪
・
乞
食
行
為
を
一
掃
す
る
為
浮
浪
規
制
令
を
頻
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
以
上
、
余
所
者
の
区

別
し
て
地
元
の
「
良
き
貧
者
」
を
選
別
し
て
援
助
を
行
な
う
必
要
に
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
通
常
な
ら
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
や
イ
ー
プ
ル
で
な
さ

れ
た
よ
う
に
、
都
市
当
局
が
指
導
し
て
教
区
の
救
済
シ
ス
テ
ム
の
監
督
を
遂
行
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
ケ
ル
ン
で
は
そ
う
は
な
ら
な
か
っ

た
。　

一
五
二
五
年
、
ケ
ル
ン
で
は
う
イ
ン
ガ
ウ
地
域
で
発
生
し
た
農
民
騒
擾
の
影
響
を
受
け
、
一
部
市
民
を
中
心
に
市
参
事
会
に
対
す
る
反
乱
が

起
こ
っ
た
。
そ
の
首
謀
者
達
が
起
草
し
、
参
事
会
に
突
き
付
け
た
全
一
八
四
条
か
ら
成
る
要
求
書
の
中
で
興
味
深
い
条
項
が
あ
る
。
一
六
九
条

　
　
　
④

に
お
い
て
「
…
…
全
て
の
教
区
に
お
い
て
二
人
の
名
誉
あ
る
人
物
を
選
出
し
、
聖
ぺ
ー
タ
i
、
聖
ヤ
ー
コ
プ
教
区
で
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

（
教
区
）
教
会
内
で
毎
日
曜
と
聖
な
る
日
に
教
区
内
の
貧
し
い
在
宅
貧
者
の
為
に
食
事
を
振
る
舞
い
、
喜
捨
を
集
め
る
よ
う
に
」
と
要
求
し
て

い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
分
か
る
の
は
、
一
五
二
五
年
時
点
で
上
手
く
じ
d
H
Φ
酔
け
霞
が
…
機
能
し
て
い
た
教
区
は
二
つ
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
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⑤

る
。
こ
の
要
求
に
対
す
る
市
参
事
会
の
回
答
は
「
同
様
の
も
の
が
命
令
さ
れ
る
よ
う
指
導
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
結
局
市
参
事
会

が
じ
d
H
Φ
寓
費
の
設
立
と
整
備
を
全
教
区
に
命
じ
る
と
い
っ
た
こ
と
は
以
後
も
な
か
っ
た
。
最
終
的
に
市
内
一
九
の
教
区
の
う
ち
一
七
の
教
区
で

し
σ
H
妥
臼
は
教
区
共
間
体
の
主
導
で
機
能
す
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
喜
捨
方
法
、
受
け
取
り
人
数
な
ど
は
個
々
の
教
区
で
全
く
統
一
さ
れ
な

い
形
で
行
な
わ
れ
た
。
設
立
年
も
か
な
り
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
、
喜
捨
の
内
容
も
食
物
に
よ
る
現
物
支
給
で
あ
っ
た
り
現
金
で
あ
っ
た
り
し
た
。

大
体
に
お
い
て
選
ば
れ
た
貧
者
が
、
土
日
や
聖
人
の
日
な
ど
特
定
の
日
に
教
区
教
会
内
の
特
別
の
建
物
に
行
き
、
喜
捨
を
受
け
取
っ
て
い
た
。

そ
の
際
ミ
サ
出
席
は
義
務
と
さ
れ
貧
者
は
寄
付
者
の
魂
の
救
済
を
祈
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
た
。
資
金
は
教
区
民
の
自
主
的
な
寄
付
に
よ
っ
て
賄

わ
れ
た
。
従
っ
て
基
金
額
は
常
に
一
定
と
い
う
訳
に
は
い
か
ず
、
同
じ
教
区
で
も
年
代
に
よ
り
受
け
取
り
人
数
や
喜
捨
額
が
変
動
し
た
。
し
か

し
人
数
や
喜
捨
額
が
減
ら
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
寄
付
は
減
少
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
で
は
切
お
轟
け
臼
の
管
理
、
運
営
を
行
な
う
教
区
共
同
体
の
構
造
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
注
意
し
て
お
く
べ
き

は
、
ケ
ル
ン
市
内
の
一
九
の
教
区
が
全
て
画
一
的
な
発
展
を
遂
げ
た
訳
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
時
代
の
旧
斜
壁
内
と
ラ

イ
ン
＜
2
ω
照
覧
に
あ
る
六
つ
の
教
区
は
早
く
か
ら
富
裕
商
人
の
定
住
が
み
ら
れ
、
俗
人
に
よ
る
教
区
共
同
体
の
形
成
が
迅
速
に
進
ん
だ
地
域

で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
塁
壁
に
面
す
る
外
側
の
教
区
群
、
ゼ
ヴ
ェ
リ
ン
（
マ
グ
ダ
レ
ー
ナ
）
、
ア
ポ
ス
テ
ル
ン
、
ク
ニ
ベ
ル
ト
等
は
古
く
か
ら

律
院
が
存
在
し
た
為
、
教
区
領
域
の
形
成
は
非
常
に
早
か
っ
た
も
の
の
、
律
院
の
影
響
が
濃
く
俗
人
に
よ
る
教
区
共
同
体
の
教
区
運
営
は
な
か

　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

な
か
進
ま
な
か
っ
た
。
此
等
の
教
区
は
広
大
な
支
配
領
域
を
持
ち
、
一
六
世
紀
を
過
ぎ
て
も
薬
院
の
管
理
す
る
葡
萄
畑
が
散
在
す
る
農
村
的
性

格
を
備
え
た
地
域
で
も
あ
っ
た
。

　
教
区
共
同
体
の
全
体
構
造
に
関
し
て
は
、
形
成
期
を
除
い
て
あ
ま
り
研
究
が
進
ん
で
お
ら
ず
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、

共
同
体
の
役
人
に
関
し
て
は
教
区
内
の
有
力
者
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
ヘ
ル
マ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ワ
イ
ン
ス
ペ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ク
の
回
想
録
に
依
れ
ば
、
共
同
体
の
頂
点
に
立
つ
の
は
艶
容
げ
導
Φ
蓉
9
（
教
区
長
）
で
あ
り
、
役
人
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
た
。
定
数
は
教

区
毎
に
異
な
る
が
大
体
二
人
か
ら
四
人
位
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ゆ
§
8
同
を
管
理
し
て
い
た
の
は
〉
§
①
起
δ
鼠
ω
9
と
い
う
役
人
で
あ
る
。
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で
は
実
際
如
何
に
教
区
の
じ
d
曇
齢
臼
が
運
営
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
規
約
が
残
っ
て
い
る
教
区
が
あ
る
。
こ
れ
は
ラ
イ
ン
＜
9
ω
賦
無
に
あ
る
小
聖
マ
ル
チ
ィ
ン
教
区
の
規
約
で
あ
り
、
こ
の
教
区
は
教
区
共
同

体
と
教
区
教
会
に
祭
壇
を
持
つ
マ
リ
ア
兄
弟
団
が
共
同
で
し
d
§
け
9
を
運
営
し
て
い
た
。
規
約
は
一
五
三
五
年
に
作
成
さ
れ
、
規
約
の
確
認
者

は
教
区
共
同
体
の
四
人
の
教
区
長
と
、
三
人
の
兄
弟
団
の
代
表
者
℃
δ
＜
一
ω
9
と
二
人
の
兄
弟
団
の
二
二
曾
頸
で
あ
っ
て
、
教
区
の
》
毒
Φ
浮

戸
。
鼠
ω
O
H
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
喜
捨
は
毎
年
七
回
マ
リ
ア
の
祝
祭
日
に
教
区
教
会
の
庭
に
あ
る
建
物
で
分
配
が
な
さ
れ
た
。
但
し
こ
こ

の
b
d
H
象
臼
は
兄
弟
団
員
と
教
区
内
の
在
宅
貧
者
の
他
に
、
教
区
外
の
在
宅
貧
者
に
も
権
利
を
与
え
て
い
た
。
ま
た
受
け
取
り
の
有
資
格
者
に

関
し
て
は
上
記
の
役
人
達
の
他
に
寄
付
の
寄
進
者
が
決
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
貧
罠
救
済
以
外
の
教
区
共
同
体
の
仕
事
と
し
て
は
、

教
区
司
祭
他
の
教
区
聖
職
者
の
選
任
や
教
会
財
産
の
管
理
、
教
区
の
初
等
学
校
の
経
営
の
責
任
な
ど
を
任
さ
れ
て
い
た
。
教
区
司
祭
の
提
案
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

を
俗
人
の
集
団
で
あ
る
教
区
共
同
体
が
握
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
教
区
共
同
体
の
教
会
権
力
か
ら
の
自
立
性
、
つ
ま
り
ケ
ル
ン
大
司
教
か

ら
の
自
立
性
を
示
す
一
定
の
指
標
と
な
り
得
る
。
一
九
の
教
区
の
う
ち
、
市
の
中
心
部
に
位
置
す
る
六
の
教
区
で
は
既
に
＝
二
世
紀
の
段
階
で

争
い
の
後
教
区
司
祭
の
提
案
権
の
獲
得
に
成
功
し
て
い
た
。

　
し
か
し
こ
こ
で
再
度
考
慮
を
必
要
と
す
る
の
は
市
内
の
桜
町
の
存
在
で
あ
る
。
律
院
が
市
内
外
に
広
大
な
治
外
法
権
領
域
を
持
っ
て
い
た
こ

と
は
先
述
し
た
が
、
市
民
の
鶴
牧
に
際
し
て
も
多
大
な
影
響
力
を
保
持
し
て
い
た
。
一
一
の
う
ち
六
つ
の
律
院
が
教
区
教
会
と
緊
密
な
関
係
を

結
ん
で
い
た
。
議
院
の
会
員
の
多
く
は
時
代
が
下
る
に
つ
れ
ケ
ル
ン
市
民
層
出
身
者
が
多
く
な
っ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
語
意
聖
パ
ン
タ
レ
オ
ン

は
聖
マ
ウ
リ
テ
ィ
ウ
ス
教
区
の
教
区
司
祭
の
提
案
権
を
握
っ
て
い
た
し
、
律
院
聖
ク
ニ
ベ
ル
ト
で
は
首
席
司
祭
が
同
名
の
聖
ク
ニ
ベ
ル
ト
教
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
教
区
司
祭
を
兼
ね
て
い
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
教
区
民
の
司
牧
を
強
く
律
院
に
依
存
し
て
い
た
教
区
で
は
、
俗
人
集
団

の
教
区
共
同
体
は
順
調
に
発
展
せ
ず
、
教
区
の
b
d
H
Φ
幕
同
も
盛
ん
に
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。
唯
一
、
門
院
聖
ゲ
オ
ル
ク
が
あ
る
聖
ヤ
ー
コ
プ

教
区
で
は
、
教
区
長
が
三
人
の
教
区
司
祭
の
候
補
者
を
律
院
の
会
員
か
ら
選
び
、
首
席
司
祭
が
そ
の
中
か
ら
一
人
を
選
ぶ
と
い
う
変
則
的
な
手

　
　
　
　
　
　
⑬

法
を
取
っ
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
に
律
院
の
影
響
が
強
い
教
区
と
そ
う
で
な
い
教
区
と
で
教
区
共
同
体
の
権
力
構
造
の
差
異
が
み
ら
れ
る
と
い
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近世初期ケルンにおける救貧制度改革とその展開（櫻井）

う
こ
と
は
、
市
当
局
が
市
内
の
教
区
全
域
に
統
一
し
た
形
で
の
救
貧
シ
ス
テ
ム
を
強
制
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
結
論
が
導
き
出

さ
れ
る
。
遷
喬
は
そ
の
構
成
員
の
出
自
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
ケ
ル
ン
市
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
な
が
ら
も
、
市
当
局
は
直
接
門
院
に
支

配
権
を
行
使
す
る
権
力
は
備
え
て
い
な
か
っ
た
。
先
程
紹
介
し
た
一
五
二
五
年
に
発
生
し
た
市
民
騒
擾
の
際
市
参
事
会
に
提
出
さ
れ
た
一
八
四

条
項
の
中
で
、
第
七
六
条
で
反
乱
市
民
側
は
全
て
の
教
区
司
祭
の
提
案
権
を
教
区
共
同
体
に
移
管
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
対
し
市
参
事
会
は
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

事
会
に
は
こ
う
し
た
こ
と
を
決
定
す
る
権
限
は
な
く
、
教
会
が
判
断
す
る
こ
と
だ
と
し
て
要
求
を
拒
絶
し
た
。
市
参
事
会
は
一
五
六
五
年
に
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

て
の
教
区
共
同
体
の
教
区
長
に
対
し
b
σ
H
舞
2
の
会
計
報
告
を
毎
年
市
参
事
会
に
行
な
う
こ
と
を
義
務
付
け
た
が
、
こ
れ
以
上
教
区
の
救
貧
シ

ス
テ
ム
に
介
入
す
る
姿
勢
は
見
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
教
区
の
救
貧
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
詳
述
す
る
こ
と
で
市
当
局
に
よ
る
教
区
の
穿
Φ
幕
H
に
対
す
る
関
与
の
限
界
を
指
摘
す
る
こ
と
が

出
来
た
。
次
に
市
当
局
が
ケ
ル
ン
市
民
の
扶
養
、
矯
正
、
つ
ま
り
規
律
化
に
貢
献
し
た
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
た
い
。
そ
れ
に
よ
り
市
参

事
会
が
救
貧
事
業
に
お
い
て
担
っ
て
い
た
役
割
と
方
向
性
が
明
確
に
提
示
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。

①
共
住
聖
職
者
団
。
ケ
ル
ン
で
は
既
に
一
六
世
紀
、
共
住
制
度
は
崩
れ
て
お
り
、

　
貴
族
専
用
で
あ
っ
た
一
部
の
律
院
を
除
い
て
そ
の
成
員
の
多
く
は
、
ケ
ル
ン
出
身

　
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
。
施
療
院
を
併
設
し
て
い
た
律
院
は
聖
マ
リ
ア
・

　
イ
ン
・
カ
ピ
ト
ー
ル
、
聖
ゲ
レ
オ
ン
、
聖
パ
ン
タ
レ
オ
ン
、
聖
ア
ン
ド
レ
ア
ス
の

　
四
つ
。
マ
リ
ア
・
イ
ン
・
カ
ピ
ト
ー
ル
は
女
性
の
み
が
入
れ
る
こ
と
が
出
来
、
定

　
員
は
＝
一
入
。
ゲ
レ
オ
ン
は
律
院
の
職
員
の
み
が
入
れ
て
、
定
員
は
六
人
。
パ
ン

　
タ
レ
オ
ン
は
年
を
取
っ
た
病
気
の
女
性
の
為
の
施
設
で
、
定
員
は
不
明
。
ア
ン
ド

　
レ
ア
ス
は
収
容
者
に
関
し
て
は
不
明
で
、
定
員
は
四
人
か
ら
八
人
で
あ
っ
た
。
い

　
ず
れ
に
せ
よ
定
員
は
極
端
に
少
な
い
。
富
竃
甲
費
鉾
○
；
謡
§
ミ
驚
誘
。
縢
り
の
．

　
N
Φ
轟
｛
．

②
イ
ッ
パ
ー
ヴ
ァ
ル
ト
と
ヨ
ハ
ン
・
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
。
前
者
は
一
六
世
紀
に
市
参

　
事
会
が
管
理
権
を
取
得
し
た
施
設
で
、
後
者
は
元
来
巡
礼
者
用
の
施
設
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
二
施
設
に
対
し
、
市
参
事
会
は
健
常
者
は
三
日
、
病
人
は
三
ヵ
月
と
い
う
収

　
容
期
限
を
設
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
他
、
病
人
の
為
の
施
設
が
「
広
き
扉
」

　
と
レ
ヴ
ェ
リ
エ
ン
の
二
つ
で
両
方
共
市
営
。
そ
の
他
レ
プ
ラ
患
者
用
の
メ
ラ
ー
テ

　
ン
（
市
営
）
、
老
入
用
の
万
聖
（
市
営
）
な
ど
が
市
壁
内
、
或
い
は
そ
の
周
辺
に

　
存
在
し
た
。
他
に
聖
コ
ル
ン
バ
の
特
別
共
同
体
役
人
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
た

　
年
を
取
っ
た
女
性
用
の
墾
ア
グ
ネ
ス
、
年
を
取
っ
て
体
が
弱
っ
た
女
性
使
用
入
用

　
の
聖
十
字
架
な
ど
が
市
内
に
あ
っ
た
。

③
低
地
地
方
の
タ
ー
フ
ェ
ル
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
河
原
温
「
中
世
後
期
ネ
ー
デ

　
ル
ラ
ン
ト
に
お
け
る
教
区
貧
毘
救
済
1
ー
ヘ
ン
ト
の
聖
霊
タ
ー
フ
ェ
ル
に
つ
い
て

　
一
」
『
史
学
雑
誌
』
九
五
一
九
、
五
七
頁
か
ら
六
九
頁
。
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④
曽
w
同
8
ヨ
写
臣
窪
罫
若
窪
Φ
類
N
蓄
2
①
a
曾
暴
弓
Φ
N
。
譲
ω
①
暴
『
。
・
①
揖

　
で
簿
臼
雪
山
ω
窪
ユ
§
信
ヨ
び
巨
け
飢
①
ヨ
≦
巴
①
聾
Φ
ω
8
＄
σ
q
。
・
信
鐸
恥
ゲ
巴
ロ
σ
q
富
α
q
。
・

　
ぎ
山
2
謀
「
9
2
信
ヨ
げ
N
¢
α
q
蕃
帥
口
§
山
N
o
窪
象
老
く
賃
象
①
霞
§
9
ぎ
巻
ゆ
弓
2

　
冒
伍
Φ
ヨ
ω
色
く
霧
江
筋
唱
亀
．
．
、
ρ
＜
．
U
o
o
N
・
O
o
厨
芝
鋤
『
①
β
∪
一
Φ
ま
ぎ
Φ
門
≧
昌
寄
7

　
。
。
Φ
ユ
①
〈
o
ロ
H
O
b
っ
0
し
只
℃
．
℃
卑
臥
（
国
費
α
q
．
ソ
肉
等
ら
書
費
地
胆
鷺
亀
葬
S
息
N
賊
S
ミ
．
ぎ
、
N
・

　
譜
N
一
嵩
誉
黛
騎
ら
訪
§
黛
嵩
駄
　
隷
凡
§
、
N
貸
嵩
野
ら
浮
ミ
口
恥
ミ
ミ
§
寒
、
起
侮
垂
目
さ
謎
｝
？
鳴
欺

　
姻
O
ぎ
＼
≦
冨
部
面
り
o
Q
P
ω
9
届
ρ

⑤
曽
鼠
｛
島
霧
δ
り
．
欝
畠
Φ
ぎ
Φ
・
邑
牙
ω
。
ヨ
。
訂
ま
湾
ぞ
畠
Φ
戸
曾
ゆ
号
塚
7

　
臣
σ
Q
㊦
ぞ
。
う
こ
㊦
、
．
国
げ
畠
．
”
ψ
顧
ρ

⑥
聖
小
マ
ル
チ
ィ
ン
、
聖
ブ
リ
ギ
ッ
ダ
、
聖
ア
ル
バ
ン
、
聖
ラ
ウ
レ
ン
ツ
、
聖

　
ペ
ー
タ
ー
、
壁
コ
ル
ン
バ
の
六
つ
。

⑦
ケ
ル
ン
市
内
の
律
院
は
＝
存
在
し
た
が
、
そ
の
内
五
つ
は
貴
族
し
か
入
る
こ

　
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
残
り
の
聖
ゼ
ヴ
ェ
リ
ン
、
聖
ク
ニ
ベ
ル
ト
、
聖
ア
ン
ド
レ

　
ア
ス
、
聖
ア
ポ
ス
テ
ル
ン
、
聖
マ
リ
ア
・
イ
ン
・
グ
ラ
デ
ィ
ス
、
聖
ゲ
オ
ル
ク
は

　
次
第
に
ケ
ル
ン
出
身
者
が
多
く
占
め
る
こ
と
と
な
る
。
詳
細
に
関
し
て
は
差
当
っ

　
て
、
即
｝
o
訂
α
q
’
b
旨
し
d
舞
§
N
ミ
鷺
試
憩
霧
S
§
寒
註
亀
裂
ミ
し
d
織
蕪
越
ら
詠
ミ
§

　
寮
奪
N
起
騎
急
§
N
め
U
O
§
蹴
N
G
。
q
9
切
。
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二
節
　
市
参
事
会
に
よ
る
規
律
化

近世初期ケルンにおける救貧制度改革とその展開（櫻井）

　
（
a
）
精
霊
の
家

　
ケ
ル
ン
に
お
け
る
こ
の
施
設
の
設
立
は
一
三
世
紀
と
比
較
的
古
い
。
他
都
市
に
お
け
る
同
名
の
施
設
と
異
な
り
、
ケ
ル
ン
の
「
精
霊
の
家
」

は
在
宅
貧
者
の
為
に
喜
捨
の
分
配
を
行
な
う
施
設
で
あ
っ
た
。
市
参
事
会
は
一
三
二
七
年
に
こ
こ
の
管
理
者
（
℃
円
O
く
一
ω
O
【
）
の
任
命
権
を
獲
得

　
①

し
た
。
設
立
当
時
は
施
療
院
と
し
て
の
機
能
を
持
ち
、
兄
弟
団
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
が
、
金
銭
面
で
困
難
が
生
じ
た
の
を
契
…
機
に
管
理

が
市
参
事
会
に
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
在
宅
貧
者
用
の
施
設
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
は
恐
ら
く
そ
の
後
で
あ
る
。
教
区
共
同
体
の

》
§
Φ
昌
酵
⑦
簿
9
で
は
援
助
を
受
け
取
る
こ
と
の
出
来
る
人
数
は
限
ら
れ
て
い
た
。
従
っ
て
敬
慶
な
生
活
を
送
っ
て
い
て
も
、
扶
助
に
預
か
れ

な
い
貧
者
が
多
く
溜
り
出
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
申
舞
禽
で
弄
い
落
と
さ
れ
た
大
多
数
の
在
宅
貧
者
に
対
し
扶
助
を
行
な
っ
た
の
が
「
精
霊

の
家
」
で
あ
っ
た
。
ヨ
ハ
ー
ク
が
一
四
世
紀
の
史
料
か
ら
算
定
し
た
結
果
に
よ
る
と
、
～
四
世
紀
半
ば
ま
で
の
時
点
で
こ
の
給
付
を
受
け
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

た
の
は
　
四
〇
〇
人
に
達
し
た
ら
し
い
。

　
喜
捨
を
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
る
者
の
資
格
は
ま
ず
第
一
に
他
の
施
療
院
の
住
人
で
あ
っ
た
。
第
二
に
教
区
の
b
d
お
け
什
2
に
登
録
を
し
て
い

る
者
、
第
三
に
教
区
内
に
居
住
す
る
全
て
の
貧
民
で
あ
る
。
喜
捨
内
容
に
関
し
て
は
、
一
六
世
紀
の
初
期
ま
で
は
食
物
の
現
物
給
付
が
行
な
わ

れ
て
い
た
が
、
一
五
二
三
年
に
は
現
金
も
追
加
さ
れ
た
。
遂
に
一
五
四
三
年
に
は
現
金
の
み
と
い
う
現
実
的
な
方
法
に
進
歩
し
て
い
っ
た
。
喜

捨
は
毎
土
曜
日
と
＝
疋
の
決
ま
っ
た
祝
日
に
最
初
は
九
ヘ
ラ
ー
ず
つ
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
金
額
は
時
代
が
下
る
に
つ
れ
次
第
に
十
、
一
二
、
二

四
ヘ
ラ
ー
と
増
加
さ
れ
て
い
く
。
喜
捨
は
大
聖
堂
脇
の
分
配
所
で
な
さ
れ
、
施
療
院
や
教
区
か
ら
一
人
遅
つ
代
表
者
が
出
て
、
三
つ
の
王
冠
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

＝
の
炎
と
い
う
ケ
ル
ン
市
の
紋
章
の
付
い
た
袋
に
喜
捨
物
が
入
れ
ら
れ
た
。
喜
捨
の
為
の
資
金
は
布
民
か
ら
の
自
主
的
な
寄
付
に
よ
り
賄
わ

れ
て
い
た
。
救
霊
に
対
す
る
興
味
が
高
揚
し
始
め
る
一
五
世
紀
末
期
か
ら
特
に
精
霊
の
家
へ
の
寄
付
は
増
大
し
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
市
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

が
遺
し
た
遺
言
書
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
と
な
る
。
そ
の
原
因
は
精
霊
の
家
で
扱
わ
れ
る
貧
民
の
数
の
多
さ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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喜
捨
を
受
け
た
貧
者
は
寄
付
者
の
救
霊
の
為
に
祈
る
こ
と
が
義
務
と
さ
れ
て
い
た
の
で
、
貧
者
の
数
が
多
い
程
救
霊
へ
の
期
待
は
高
ま
る
。
つ

ま
り
遺
言
書
で
慈
善
施
設
へ
の
寄
付
が
増
加
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
市
民
の
公
共
善
へ
の
意
識
の
変
化
や
共
同
体
成
員
と
し
て
の
義
務
感

の
高
ま
り
と
い
っ
た
感
情
を
読
み
取
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
ら
の
遺
聖
書
の
常
套
句
は
「
○
○
の
魂
の
救
い
の
為
」
で
あ
っ

た
。
一
部
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
都
市
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
な
さ
れ
た
よ
う
な
救
貧
税
を
市
参
事
会
が
取
ろ
う
と
し
た
ら
、
恐
ら
く
市
民
の
激
し

い
拒
否
反
応
に
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
喜
捨
は
自
発
的
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
市
参
事
会
は
市
参
事
会
員
の
中
か
ら
精
霊
の
家
の
管
理
者
を
任
命
し
、
財
政
の
管
理
を
さ
せ
運
営
に
当
た
ら
せ
た
。
夢
人
の
設
立
か
ら
出
発

し
た
精
霊
の
家
で
あ
る
が
、
こ
の
時
点
で
完
全
に
市
営
化
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
但
し
こ
の
事
実
だ
け
で
市
参
事
会
が
市
民
生
活
の
規
律
化

に
成
功
し
た
と
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
他
都
市
に
お
け
る
精
霊
の
家
と
は
、
貧
民
を
収
容
し
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
を
強
悪
し
、
労
働
を

課
す
と
い
っ
た
矯
正
施
設
と
し
て
の
性
格
が
濃
か
っ
た
。
し
か
し
ケ
ル
ン
で
は
単
な
る
喜
捨
の
分
配
施
設
に
過
ぎ
ず
、
受
け
取
り
資
格
者
も
人

数
の
多
さ
を
考
え
れ
ば
恐
ら
く
あ
ま
り
吟
味
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
施
設
が
近
代
的
な
慈
善
施
設
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ

と
も
教
会
が
儀
式
的
に
行
な
っ
て
き
た
喜
捨
を
単
に
シ
ス
テ
ム
化
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
か
今
後
更
に
検
証
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
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（
b
）
捨
て
子
養
育
施
設

　
次
に
、
市
参
事
会
が
積
極
的
に
慈
善
事
業
に
関
与
を
示
し
た
例
と
し
て
、
捨
て
子
養
育
施
設
に
つ
い
て
触
れ
る
。
ケ
ル
ン
で
捨
て
子
養
育
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

設
の
存
在
が
史
料
上
初
め
て
登
場
す
る
の
は
一
四
五
八
年
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
時
点
で
は
、
個
人
が
捨
て
子
の
面
倒
を
み
て
い
た
ら
し
い
こ

と
が
分
か
る
の
み
で
、
恒
久
的
な
施
設
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
市
参
事
会
は
一
五
世
紀
後
半
ま
で
、
捨
て
子

の
養
育
に
配
慮
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
示
さ
な
か
っ
た
。
大
聖
堂
の
前
が
捨
て
子
の
遺
棄
場
所
と
し
て
主
に
選
ば
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
教
会
が

放
浪
す
る
子
供
達
に
聖
堂
内
で
の
物
乞
い
行
為
を
許
し
定
期
的
に
喜
捨
を
行
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
市
当
局
が
捨
て
子
の
養
育
に
関
心
を
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示
し
だ
し
た
時
期
が
浮
浪
規
制
が
頻
発
し
出
し
た
時
期
と
重
複
し
て
い
る
の
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。
こ
れ
は
都
市
に
蔓
延
る
浮
浪
や
怠
惰

の
予
備
軍
を
矯
正
し
、
正
し
い
道
に
向
か
わ
せ
よ
う
と
す
る
努
力
の
～
つ
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
市
参
事
会
の
態
度
は
最
初
か
ら
消
極
的
で
あ
っ
た
。
一
四
五
八
年
に
燃
料
と
し
て
炭
を
施
設
に
配
給
し
て
い
る
の
が
最
初
で
あ
る
。

そ
の
後
一
四
七
七
年
五
月
二
日
、
帯
参
事
会
は
こ
の
施
設
に
お
け
る
子
供
の
養
育
が
規
律
正
し
く
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
「
特
別
に
女
性
が

か
わ
い
そ
う
な
子
供
達
の
面
倒
を
み
る
よ
う
に
命
令
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
等
は
礼
儀
も
知
ら
ず
肉
体
的
に
も
健
全
に
躾
け
ら
れ
て
い
な
い
。
」

　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
し
て
憤
っ
て
い
る
。
対
し
市
参
事
会
は
市
参
事
会
員
の
中
か
ら
二
人
の
人
物
を
「
か
わ
い
そ
う
な
子
供
達
を
扶
養
す
る
の
を
助
け
る
よ
う
特

別
に
任
命
」
し
、
今
ま
で
の
悪
弊
を
除
去
す
る
旨
が
市
参
事
会
令
と
し
て
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
　
四
八
七
年
、
市
参
事
会
は
専
任
の

役
人
を
こ
の
施
設
の
為
に
任
命
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
市
民
の
寄
付
の
対
象
と
し
て
、
捨
て
子
養
育
施
設
は
ま
だ
脚
光
を
浴
び
て
は
い
な
か
っ

た
。
こ
の
施
設
に
対
す
る
寄
付
は
、
一
五
〇
一
年
、
ペ
ー
タ
ー
・
リ
ン
ク
博
士
の
二
〇
グ
ル
デ
ン
と
い
う
寄
付
を
皮
切
り
に
次
第
に
増
し
て
い

　
癒
、

　
　
　
施
設
を
維
持
出
来
る
ま
で
に
は
達
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
施
設
は
ア
ル
タ
ー
・
ダ
ラ
ー
ベ
ン
と
い
う
貧
民
街
か
ら
そ
の
後
「
鶏

く
カ

の
穴
」
と
い
う
地
区
に
移
転
し
た
が
、
そ
の
移
転
の
一
年
前
、
市
参
事
会
が
こ
の
施
設
の
恒
常
的
な
管
理
者
で
あ
る
甲
。
≦
。
。
霞
の
任
命
権
を

把
握
す
る
に
至
っ
て
完
全
に
こ
の
施
設
は
市
の
支
配
下
に
入
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
｝
五
三
〇
年
、
市
参
事
会
に
よ
り
施
設
の
規
約
が
作

成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
規
約
で
は
第
～
に
管
理
者
の
任
命
と
財
政
管
理
に
関
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
「
い
か
な
る
の
ら
く
ら
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

（
鎮
∬
｝
一
①
”
し
。
付
O
ゆ
①
H
）
、
物
乞
い
、
あ
る
い
は
他
の
堕
落
し
た
子
供
達
は
捨
て
子
施
設
に
受
け
入
れ
て
は
い
け
な
い
し
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
既
に
浮

浪
化
し
て
る
子
供
に
は
矯
正
の
道
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
規
約
で
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
職
業
教
育
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
推

察
さ
れ
る
の
み
で
、
実
際
ど
の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
下
で
教
育
が
な
さ
れ
て
い
た
か
に
関
し
て
は
一
切
不
明
で
あ
る
。

　
ケ
ル
ン
で
は
庶
子
に
対
す
る
差
別
は
あ
ま
り
み
ら
れ
ず
、
聖
職
者
の
子
供
で
さ
え
も
自
然
に
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な

倫
理
的
規
範
の
緩
さ
が
、
捨
て
子
養
育
施
設
の
よ
う
な
施
設
が
発
達
し
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
収
容
人
数
に

関
し
て
竺
五
三
七
年
の
み
が
判
明
し
て
い
る
が
・
そ
の
時
点
で
一
五
人
と
い
う
少
な
さ
で
あ
っ
晦
・
こ
れ
は
他
都
市
の
事
様
の
施
設
と
比
較
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す
る
と
か
な
り
少
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
市
参
事
会
は
規
約
作
成
後
こ
の
施
設
に
対
し
適
宜
援
助
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。
穀
物
給
付
が
一
五
二
七
年
、
布
の
給
付
が
一
五
三
七
年
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

パ
ン
の
給
付
が
一
五
三
八
年
と
四
〇
年
、
豚
肉
が
一
五
四
〇
年
、
他
の
施
療
院
か
ら
資
金
を
回
す
よ
う
に
定
め
た
一
五
三
四
年
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
給
付
で
特
徴
的
な
の
は
、
不
正
に
な
さ
れ
た
取
引
な
ど
で
押
収
し
た
品
物
や
罰
金
を
回
し
た
り
、
市
内
に
篤
農
す
る
持
ち
主
不
明
の

豚
を
与
え
る
と
い
っ
た
も
の
で
、
非
常
に
場
当
た
り
的
に
援
助
を
行
な
っ
て
い
る
印
象
は
拭
え
な
い
。
例
え
ば
貧
し
い
娘
達
に
関
し
て
は
、
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ン
ラ
ー
ト
・
リ
ン
ク
が
一
六
世
紀
始
め
に
基
金
を
設
立
し
た
の
に
対
し
、
捨
て
子
対
策
に
は
基
金
を
設
立
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
子
供
を
捨
て
た

両
親
を
捜
し
出
し
引
き
渡
す
こ
と
が
先
決
と
さ
れ
て
い
た
。
但
し
一
五
四
九
年
、
そ
の
姿
勢
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。
恐
ら
く
は
自
分
の
庶
子
を

捨
て
た
で
あ
ろ
う
裕
福
な
市
民
の
父
親
に
対
し
、
市
参
事
会
は
子
供
の
養
育
資
金
を
出
す
よ
う
に
命
令
し
て
い
る
も
の
の
、
父
親
へ
は
引
き
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
こ
の
子
供
は
捨
て
子
養
育
施
設
に
引
き
取
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
市
参
事
会
が
捨
て
子
養
育
施
設
を
自
ら
の
管
理
下
に
置
き
、
子
供
の
訓
育
を
指
導
す
る
試
み
は
不
十
分
に
終
わ
る
こ
と
と
な
る
。

教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
整
備
さ
れ
、
財
政
基
盤
が
安
定
し
た
の
は
一
七
世
紀
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
捨
て
子
養
育
施
設
を
所
領
内
に
移
設
し
全
面
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

な
管
理
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
市
参
事
会
の
努
力
に
も
関
わ
ら
ず
、
結
局
は
イ
エ
ズ
ス
会
と
い
う
教
会
内
組
織
に
よ
っ
て

捨
て
子
の
管
理
は
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
例
え
ば
デ
イ
ヴ
ィ
ス
が
リ
ヨ
ン
の
例
で
示
し
た
大
施
物
会
の
成
功
と
は
市
当
局
と
し
て
あ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

に
捨
て
子
に
対
す
る
意
識
の
差
異
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
リ
ヨ
ン
で
は
引
き
取
り
手
の
な
い
子
供
は
市
参
事
会
の
養
子
と
な
り
、
徹
底
し

た
職
業
教
育
が
な
さ
れ
、
高
等
教
育
ま
で
授
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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そ
れ
で
は
本
章
を
総
括
す
る
意
味
を
込
め
、
ケ
ル
ン
市
当
局
の
救
貧
対
策
へ
の
消
極
性
に
関
し
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
こ
こ
で
手
掛
か

り
と
し
た
い
の
は
先
程
も
取
り
上
げ
た
一
五
二
五
年
の
市
民
騒
擾
で
起
草
さ
れ
た
一
八
四
条
項
で
あ
る
。
こ
の
反
乱
者
側
の
要
求
の
中
で
市
の

救
貧
政
策
に
関
す
る
も
の
は
僅
か
二
項
に
過
ぎ
な
い
。
第
一
一
三
条
で
反
乱
者
側
は
「
余
所
者
の
物
乞
い
、
浮
浪
者
を
監
視
し
、
追
い
払
い
、



近世初期ケルンにおける救貧制度改革とその展開（櫻井）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

そ
の
代
わ
り
に
貧
し
い
市
民
が
扶
養
さ
れ
る
よ
う
に
」
と
要
求
し
て
い
る
の
に
対
し
、
市
参
事
会
は
「
…
…
そ
の
よ
う
な
秩
序
が
作
ら
れ
る
こ

と
に
は
喜
ん
で
受
け
入
れ
る
。
ア
ム
ト
、
ガ
ッ
フ
ェ
ル
は
会
員
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
、
浮
浪
者
や
泥
棒
の
よ
う
な
軽
率
な
輩
を
受
け
入
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

こ
と
の
な
い
よ
う
に
」
と
命
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
条
項
で
求
め
て
い
る
の
は
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
市
参
事
会
が
余
所
者

の
物
乞
い
を
追
放
す
る
よ
う
頻
発
に
発
令
し
た
規
棚
令
の
内
容
と
内
容
を
異
に
す
る
こ
と
は
な
い
。
従
っ
て
市
参
事
会
は
こ
の
要
求
を
抵
抗
な

く
受
け
入
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
四
七
条
で
は
市
参
事
会
の
態
度
は
異
な
る
。
反
乱
者
側
は
こ
こ
で
「
キ
リ
ス
ト
の
教
え
に
誓
っ
て
、
貧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

し
い
人
た
ち
を
扶
養
す
る
為
の
条
令
を
定
め
る
よ
う
に
」
と
求
め
た
の
に
対
し
、
市
参
事
会
は
「
…
…
そ
れ
に
つ
い
て
は
良
き
秩
序
が
保
た
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

て
い
る
と
み
な
し
て
い
る
。
市
参
事
会
は
の
ら
く
ら
者
や
浮
浪
者
達
に
立
ち
去
る
よ
う
に
と
命
じ
て
い
る
の
で
…
…
」
と
返
答
し
た
。
反
乱
者

側
は
飽
く
ま
で
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
な
さ
れ
た
よ
う
な
、
市
内
の
在
宅
貧
者
を
扶
養
す
る
為
の
条
令
を
制
定
す
る
よ
う
迫
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

市
参
事
会
は
「
秩
序
は
保
た
れ
て
い
る
」
と
や
ん
わ
り
と
要
求
の
焦
点
を
反
ら
し
、
結
局
は
改
革
条
令
を
作
成
す
る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
る
の

だ
。　

何
故
、
市
参
事
会
は
こ
の
要
求
を
拒
否
し
た
の
か
。
ユ
ッ
テ
は
教
区
の
》
§
窪
町
異
興
、
つ
ま
り
コ
ミ
ュ
ー
ン
と
し
て
の
教
区
共
同
体
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

救
貧
シ
ス
テ
ム
を
優
先
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
少
な
く
と
も
一
五
二
五
年
の
段
階
で
は
ま
だ
大
半
の
教
区
に
お
い
て

》
§
窪
訂
象
頸
は
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
市
政
府
が
救
貧
改
革
条
令
を
作
成
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
程
、
市
畏
に
対
す
る
救
貧
シ
ス

テ
ム
が
整
備
し
、
秩
序
が
保
た
れ
て
い
た
と
も
思
え
な
い
。
そ
れ
で
は
市
の
財
政
危
機
が
救
貧
対
策
に
着
手
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
た
の
か
。

し
か
し
他
都
市
は
ま
さ
に
財
政
危
機
だ
か
ら
こ
そ
、
改
革
条
令
を
起
草
、
整
備
し
、
強
制
的
に
富
め
る
者
か
ら
貧
民
へ
富
を
循
環
さ
せ
る
と
い

う
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
の
だ
。
ケ
ル
ン
市
で
も
度
重
な
る
戦
乱
の
せ
い
で
財
政
は
か
な
り
逼
迫
し
て
い
た
。
し
か
し
一
五
世
紀
末

か
ら
、
施
療
院
や
兄
弟
団
、
在
宅
貧
者
な
ど
の
市
民
の
寄
付
は
却
っ
て
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
改
革
条
令
制
定
に
何
故
消
極
的
で
あ
っ

た
か
を
探
る
手
が
か
り
と
し
て
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
教
会
と
市
参
事
会
と
の
関
係
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ド
ル
の
中
都
市
、
カ
ト
リ
ッ

ク
の
都
市
イ
ー
プ
ル
で
な
さ
れ
た
救
貧
改
革
が
市
内
の
托
鉢
修
道
会
の
強
烈
な
反
対
に
合
い
、
市
の
措
置
を
異
端
だ
と
し
て
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
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を
提
訴
し
た
よ
う
に
、
物
乞
い
行
為
を
禁
止
す
る
と
い
う
こ
と
は
托
鉢
修
道
会
の
生
活
基
盤
を
脅
か
す
恐
れ
が
あ
る
。
従
っ
て
ケ
ル
ン
の
場
合

も
市
内
托
鉢
修
道
会
の
動
向
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
ケ
ル
ン
で
は
市
内
に
合
わ
せ
て
五
つ
の
托
鉢
修
道
会
が
あ
っ
た
が
、
市
民
へ
の
監
事

と
い
う
点
で
多
大
な
影
響
力
を
保
持
し
て
い
た
の
は
ド
ミ
ニ
コ
会
と
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
で
あ
っ
た
。
特
に
ド
ミ
ニ
コ
会
は
、
市
立
大
学
で
あ
っ

た
ケ
ル
ン
大
学
の
神
学
部
を
支
配
し
て
お
り
、
異
端
審
問
宮
と
し
て
彼
等
が
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
市
政
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
市
参
事
会
は
エ
ハ
世
紀
初
頭
、
書
物
の
三
毛
権
を
ド
ミ
ニ
コ
会
に
認
可
し
た
頃
か
ら
同
修
道
会
と
の
密
接
な
繋
が
り
を

一
層
強
化
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
ケ
ル
ン
市
参
事
会
が
他
都
市
で
な
さ
れ
た
救
貧
改
革
を
「
ル
タ
ー
的
」
と
見
倣
し
て
い
た
か
と
い
う
と
、
ソ

ル
ボ
ン
ヌ
に
提
訴
さ
れ
た
イ
ー
プ
ル
市
の
困
惑
を
考
慮
す
れ
ば
否
と
い
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
皇
帝
の
都
市
の
救
貧
に
関
す
る
見
解
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
一
五
三
一
年
に
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
が
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
地
域
内
の
諸
都

市
に
対
し
出
し
た
救
貧
舛
策
に
関
す
る
勅
令
を
み
て
み
よ
う
。
こ
の
勅
令
は
今
ま
で
に
救
貧
に
関
し
て
な
さ
れ
た
議
論
を
総
括
し
て
い
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

う
点
で
大
き
な
意
義
を
持
つ
。
第
一
条
で
は
施
し
を
求
め
て
放
浪
す
る
行
為
を
禁
止
す
る
よ
う
都
市
に
対
し
て
命
じ
て
い
る
。
但
し
托
鉢
修
道

会
と
囚
人
と
癩
病
患
者
に
は
そ
れ
を
許
す
よ
う
留
保
が
付
け
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
更
に
第
六
条
に
お
い
て
「
貧
者
の
食
卓
、
施

療
院
、
兄
弟
団
や
禄
や
施
し
か
ら
ミ
サ
や
分
配
を
な
す
他
の
慈
善
施
設
全
て
に
よ
っ
て
、
件
の
貧
者
の
食
卓
、
施
療
院
や
兄
弟
団
の
鼠
巴
憾
寝

達
や
公
的
慈
善
活
動
を
指
導
す
る
為
に
各
村
落
や
教
区
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
在
地
の
役
人
の
助
言
に
従
い
、
貧
者
達
に
分
配
さ
れ
る
共
同
基
金

を
作
る
よ
う
に
…
…
」
と
あ
る
よ
う
に
、
救
貧
制
度
を
在
地
の
世
俗
当
局
に
管
理
さ
せ
る
こ
と
を
正
当
と
見
倣
し
、
市
当
局
が
専
門
の
委
員
会

を
設
置
し
て
救
貧
の
為
の
財
源
を
市
当
局
の
手
に
移
管
す
る
こ
と
が
容
認
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
皇
帝
は
世
俗
当
周
に
よ
っ
て
救
貧
シ
ス
テ
ム
が

管
理
さ
れ
る
こ
と
を
「
ル
タ
ー
的
」
と
見
倣
す
ど
こ
ろ
か
、
少
な
く
と
も
一
五
三
一
年
の
段
階
に
お
い
て
は
積
極
的
に
推
進
す
る
立
場
に
い
た

こ
と
に
な
る
。
ケ
ル
ン
は
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
地
域
で
は
な
い
が
、
地
理
的
に
近
く
低
地
ド
イ
ツ
語
圏
と
い
う
点
で
も
フ
ラ
ン
ド
ル
と
は
緊
密
な

関
係
に
あ
っ
た
の
で
、
勅
令
の
内
容
は
市
当
局
の
参
事
会
員
達
も
当
然
見
知
っ
て
い
た
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
後
も
ケ
ル
ン
市
は

改
革
条
令
を
起
草
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
取
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
原
因
の
一
端
は
教
会
勢
力
の
市
政
へ
の
影
響
力
が
あ
っ
た
。
一
六
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世
紀
前
半
、
各
地
で
宗
教
改
革
運
動
が
激
し
く
な
る
と
、
ケ
ル
ン
は
カ
ト
リ
ッ
ク
擁
護
の
急
先
鋒
に
立
つ
こ
と
と
な
る
。
市
内
で
は
書
物
検
閲

が
一
層
激
し
く
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
市
参
事
会
の
認
可
を
得
な
い
書
物
は
印
刷
も
出
版
も
許
さ
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
そ
こ
で

托
鉢
修
道
会
は
市
参
事
会
へ
の
助
言
と
い
う
形
で
市
政
へ
の
関
与
を
強
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
托
鉢
修
道
会
の
市
参

事
会
へ
の
強
い
影
響
力
は
、
市
参
事
会
に
と
っ
て
彼
ら
の
生
活
基
盤
を
揺
る
が
し
兼
ね
な
い
物
乞
い
の
絶
対
禁
止
を
伴
う
本
格
的
な
救
貧
改
革

制
定
へ
の
間
接
的
な
足
枷
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
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三
　
救
貧
対
策
と
人
文
主
義
　
i
リ
ン
ク
【
族
の
関
与
を
中
心
に
i

　
こ
こ
で
救
貧
改
革
を
支
義
え
る
理
論
的
支
柱
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
、
入
文
主
義
の
影
響
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
特
に
カ
ト
リ
ッ
ク
都
市

が
救
貧
対
策
を
行
な
う
上
で
、
エ
ラ
ス
ム
ス
、
ビ
！
ベ
ス
、
ソ
ト
ー
な
ど
の
人
文
主
義
者
達
の
救
貧
に
関
す
る
思
想
が
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い

う
こ
と
は
、
ゲ
レ
メ
ク
、
デ
イ
ヴ
ィ
ス
、
ユ
ッ
テ
な
ど
各
研
究
者
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
ス
ペ
イ
ン
の
バ
レ
ン

シ
ア
生
ま
れ
で
フ
ラ
ン
ド
ル
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
活
躍
し
た
、
フ
ァ
ン
・
ル
イ
ス
・
ビ
ー
ベ
ス
が
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
の
市
参
事
会
員
宛
て
に
書
い

た
「
貧
民
救
済
に
つ
い
て
」
は
、
市
政
府
が
貧
民
救
済
対
策
に
如
何
に
取
り
組
む
べ
き
か
、
そ
の
為
に
必
要
に
な
る
具
体
的
な
方
法
論
を
述
べ

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
カ
ト
リ
ッ
ク
都
市
で
行
な
わ
れ
た
救
貧
改
革
の
手
引
書
に
な
っ
た
著
作
で
あ
る
。
リ
ヨ
ン
の
例
の
よ
う
に
、
人
文
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

義
者
が
直
接
救
貧
改
革
を
指
導
し
た
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
入
文
主
義
思
想
の
発
展
と
救
貧
対
策
の
進
行
及
び
そ
の
成
否
は
不
可
分

の
関
係
に
あ
る
と
は
断
言
出
来
な
く
と
も
、
ケ
ル
ン
の
場
合
に
お
い
て
も
そ
の
分
析
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　
ケ
ル
ン
の
上
層
市
民
へ
人
文
主
義
が
如
何
に
浸
透
し
て
い
た
か
を
探
る
手
掛
か
り
と
し
て
、
リ
ン
ク
と
い
う
一
族
の
系
譜
を
検
証
す
る
こ
と
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に
す
る
。
リ
ン
ク
家
の
ケ
ル
ン
で
の
足
跡
は
は
ハ
ン
ザ
の
中
都
市
、
コ
ー
ル
バ
ッ
ハ
か
ら
一
五
世
紀
半
ば
に
ヨ
ハ
ン
が
ケ
ル
ン
に
移
住
し
て
来

　
　
　
　
　
　
　
②

た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
彼
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
交
易
を
行
な
っ
て
い
た
遠
隔
地
商
人
で
、
父
親
は
コ
ー
ル
バ
ッ
ハ
の
市
長
で
地
元
の
有
志
で
あ

っ
た
。
こ
の
一
族
は
ケ
ル
ン
に
お
い
て
も
数
多
く
の
市
参
事
会
員
を
輩
出
し
た
が
、
何
故
か
人
文
主
義
に
傾
倒
す
る
者
が
多
か
っ
た
こ
と
で
も

知
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
ケ
ル
ン
の
指
導
層
内
部
に
お
い
て
人
文
主
義
思
想
が
ど
の
程
度
拡
大
し
て
い
た
か
を
考
慮
す
る
に
は
格
好
の
例
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
そ
の
中
で
も
最
初
に
名
を
残
し
た
人
物
は
、
前
章
で
捨
て
子
養
育
施
設
に
初
め
て
多
額
の
寄
付
を
し
た
ぺ
ー
タ
i
・
リ
ン
ク
博
士
で
あ
る
。

彼
は
一
五
世
紀
後
半
、
ケ
ル
ン
大
学
の
法
学
教
授
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
エ
ル
フ
ル
ト
、
パ
リ
両
大
学
で
学
び
、
ケ
ル
ン
大
学
教
授

に
就
任
、
三
回
大
学
の
学
長
（
用
）
「
O
く
一
ω
∩
▼
H
）
に
も
選
出
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
ケ
ル
ン
内
外
の
人
物
主
義
者
達
と
幅
広
く
交
際
し
、
ギ
リ
シ
ャ
語

文
献
の
ラ
テ
ン
語
へ
の
翻
訳
も
行
い
、
ケ
ル
ン
に
お
け
る
人
文
主
義
の
先
駆
者
と
評
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
政
治
キ
ャ
リ
ア
は
な
く
、
～

度
カ
ル
ト
ゥ
ジ
オ
会
に
入
会
し
聖
職
者
を
志
し
た
の
だ
が
、
虚
弱
だ
っ
た
為
学
問
の
道
に
入
っ
た
。
彼
は
聖
コ
ル
ン
バ
教
区
の
教
区
長
を
一
四

七
五
年
か
ら
一
五
三
〇
年
ま
で
務
め
て
い
る
。
参
事
会
に
入
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
施
療
院
の
甲
。
鼠
ω
霞
に
な
る
な
ど
直
接
慈
善
施
設
と

の
関
わ
り
は
持
た
な
か
っ
た
が
、
彼
が
都
市
の
貧
困
問
題
に
関
し
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
は
、
一
五
〇
〇
年
五
月
五
日
に
作
成
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

遺
言
書
で
…
端
を
凝
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
彼
は
父
親
ヨ
ハ
ン
同
様
、
聖
レ
ヴ
ェ
リ
エ
ン
施
療
院
に
狂
人
を
収
容
す
る
為
の
施
設
を
設
立
す

る
様
多
額
の
寄
付
を
し
て
い
る
の
を
始
め
、
市
内
の
各
施
療
院
、
教
区
教
会
、
そ
し
て
貧
し
い
娘
達
や
娼
婦
、
そ
し
て
勿
論
捨
て
子
に
対
し
て

も
寄
付
を
遺
し
て
い
る
。
彼
は
遺
産
の
半
分
以
上
を
慈
善
の
為
に
費
や
し
て
お
り
、
慈
善
施
設
へ
の
寄
付
自
体
は
彼
に
限
ら
ず
一
五
世
紀
末
か

ら
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
も
の
の
、
彼
程
多
彩
で
細
か
な
配
慮
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
は
他
に
類
を
見
な
い
。
特
に
貧
し
い
娘
達
、
娼
婦
、
捨
て
子

と
い
っ
た
対
象
へ
の
寄
付
は
そ
れ
ま
で
一
般
的
で
は
な
く
、
道
徳
矯
正
に
よ
り
社
会
の
規
律
化
を
目
指
し
た
人
文
主
義
者
的
世
界
観
を
反
映
し

た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
ヨ
ハ
ン
・
リ
ン
ク
は
ベ
ー
タ
ー
の
従
兄
の
息
子
に
当
た
る
。
彼
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
交
易
に
従
事
す
る
遠
隔
地
商
人
で
あ
っ
た
が
、
ケ
ル
ン
大
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学
人
文
学
部
出
身
で
あ
り
、
セ
バ
ス
テ
イ
ア
ン
・
プ
ラ
ン
ト
、
ロ
イ
ヒ
リ
ン
や
ツ
ヴ
イ
ン
グ
リ
と
も
交
際
を
持
っ
た
人
物
で
、
イ
タ
リ
ア
か
ら

ケ
ル
ン
大
学
に
ラ
ベ
ン
ナ
の
ピ
エ
ト
ロ
と
い
う
人
文
主
義
者
を
招
く
為
に
尽
力
し
て
い
る
。
彼
は
　
五
一
四
年
初
め
て
市
参
事
会
員
に
選
ば
れ
、

四
回
ゲ
ブ
リ
ヒ
に
な
っ
て
い
る
。
更
に
彼
は
市
参
事
会
員
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
、
ケ
ル
ン
大
学
の
責
任
者
（
M
）
H
O
＜
一
ω
O
噌
）
職
に
も
就
き
、
更
に

ぺ
ー
タ
i
同
様
に
聖
コ
ル
ン
バ
教
会
の
教
区
長
を
一
四
九
六
年
か
ら
一
五
　
六
年
ま
で
務
め
て
い
る
。
彼
は
遺
言
書
を
一
五
一
六
年
に
作
成
し

て
お
り
、
こ
こ
に
は
彼
の
貧
民
観
が
読
み
取
れ
る
っ
彼
は
貧
民
へ
の
喜
捨
の
為
に
六
〇
〇
フ
ロ
ー
リ
ン
を
、
「
か
わ
い
そ
う
な
在
宅
貧
者
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

物
乞
い
で
な
い
者
に
、
毛
皮
、
靴
、
現
金
を
喜
捨
し
、
与
え
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
文
言
に
“
物
乞
い
で
な
い
者
”
と
い
う
留
保
が
付
い
て
い

る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
彼
の
弟
達
、
コ
ン
ラ
イ
ト
と
ア
ド
ル
フ
も
救
貧
施
設
へ
の
寄
付
に
大
き
な
関
心
を
示
し
た
。
コ
ン
ラ
ー
ト
は
　
五
一
四
年
、
貧
し
い
令
達
の

結
婚
資
金
の
為
の
基
金
を
創
設
、
市
内
の
三
つ
の
施
療
院
の
則
3
識
ω
霞
に
な
っ
て
お
り
、
ア
ド
ル
フ
は
一
五
～
四
年
か
ら
三
八
年
ま
で
市
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

職
を
九
回
勤
め
た
高
い
政
治
キ
ャ
リ
ア
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
が
合
計
七
つ
の
施
療
院
の
℃
δ
鼠
ω
電
を
勤
め
た
。
こ
の
七
つ
と
い
う
数
は
一
人

が
担
当
す
る
数
と
し
て
は
か
な
り
多
い
も
の
で
、
彼
が
慈
善
施
設
の
管
理
と
い
う
リ
ン
ク
家
の
伝
統
を
着
実
に
受
け
継
い
だ
結
果
と
い
え
る
。

こ
の
施
療
院
の
℃
δ
≦
ω
9
職
は
や
は
り
世
襲
が
多
く
、
特
定
の
家
系
に
集
中
し
て
い
る
の
だ
が
、
リ
ン
タ
ー
族
は
特
筆
す
べ
き
数
で
あ
る
と

い
え
る
。
ま
た
ア
ド
ル
フ
は
聖
コ
ル
ン
バ
教
区
共
同
体
の
教
区
長
で
も
あ
っ
た
。

　
先
述
し
た
ヨ
ハ
ン
の
息
子
、
同
名
の
ヨ
ハ
ン
・
リ
ン
ク
博
士
は
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
に
留
学
し
た
後
ケ
ル
ン
大
学
に
戻
り
、
一
五
六
〇
年
ケ
ル

ン
大
学
の
法
学
教
授
に
な
っ
た
。
五
八
年
か
ら
五
九
年
ま
で
大
学
の
学
長
に
な
っ
て
い
る
。
一
五
三
一
年
に
一
度
だ
け
市
参
事
会
員
を
務
め
た

が
、
そ
の
後
は
学
問
の
道
に
戻
っ
た
よ
う
だ
。
彼
は
人
文
主
義
者
と
し
て
知
ら
れ
、
エ
ラ
ス
ム
ス
と
書
簡
を
交
わ
し
て
い
た
。
エ
ラ
ス
ム
ス
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

手
紙
の
中
で
「
最
も
高
潔
で
英
遭
な
人
物
」
と
賛
辞
を
送
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
リ
ン
ク
家
の
人
々
は
代
々
都
市
の
救
貧
問
題
、
教
育
問
題
に
高
い
関
心
を
抱
い
て
お
り
、
政
治
キ
ャ
リ
ア
の
あ
る
者
は
慈

善
施
設
の
管
理
者
に
な
る
な
ど
、
積
極
的
に
夏
帯
の
救
貧
業
務
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
ま
た
彼
等
の
う
ち
何
人
か
は
教
区
共
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近世初期ケルンにおける救貧制度改革とその展開（櫻井）

同
体
の
教
区
長
と
し
て
、
教
区
の
財
政
を
運
営
し
、
教
区
民
の
信
仰
生
活
の
管
理
に
携
わ
っ
て
い
た
。
ま
た
、
リ
ン
タ
ー
族
の
人
文
主
義
と
の

関
わ
り
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
彼
等
の
み
な
ら
ず
、
ケ
ル
ン
の
政
治
支
配
層
の
中
に
は
人
文
主
義
に
傾
倒
し
て
い
た
者
が
多
か
っ
た
こ
と
が

分
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
等
の
中
か
ら
救
貧
改
革
条
令
を
制
定
し
て
、
改
革
を
指
導
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
何
故
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
か

そ
の
背
景
を
探
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
ケ
ル
ン
に
お
け
る
人
文
主
義
達
が
置
か
れ
た
情
況
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ケ
ル
ン
は
宗
教
改
革
運
動
が
発
生
す
る
ま
で
は
人
文
主
義

関
連
の
著
作
出
版
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
エ
ラ
ス
ム
ス
も
ケ
ル
ン
内
の
人
文
主
義
者
達
と
親
交
を
持
っ
て
い
た
。
エ
ラ
ス
ム
ス
は
マ
ル
カ
エ
ウ

ス
と
い
う
ケ
ル
ン
の
べ
ネ
デ
・
ク
ト
会
の
女
子
修
道
院
長
に
対
し
送
っ
た
書
簡
の
中
奪
ケ
ル
ン
の
町
全
体
が
祝
福
に
満
ち
て
い
る
と
語
っ
て

い
る
。
そ
の
理
由
は
多
く
の
聖
遺
物
を
甫
が
保
持
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
市
所
有
の
聖
人
の
生
き
方
を
そ
の
ま
ま
学
び
続
け
る
な
ら
、
ケ
ル

ン
は
更
に
恵
ま
れ
た
都
市
に
な
る
、
と
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
宗
教
改
革
運
動
が
各
地
で
激
し
く
な
っ
て
か
ら
は
市
政
府
に
よ
る
書
物
検
閲

の
厳
し
さ
が
増
し
て
い
っ
た
。
一
五
三
〇
年
以
降
の
参
事
会
令
に
お
い
て
は
、
新
し
い
思
想
が
書
か
れ
て
い
る
疑
い
の
あ
る
書
物
を
押
収
し
た

り
、
ル
タ
ー
の
思
想
を
教
え
て
い
る
疑
い
の
あ
る
教
師
に
講
義
を
禁
止
す
る
と
い
っ
た
内
容
の
勅
令
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
結
周
市
参
事
会

の
認
可
を
受
け
な
い
本
は
印
刷
、
出
版
、
所
有
も
許
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
こ
の
中
に
は
ル
タ
ー
と
は
直
接
関
係
の
な
い
人
文
主
義
者
達
の
著
作

も
含
ま
れ
て
い
た
。
前
章
で
書
物
の
検
閲
に
ド
ミ
ニ
コ
会
が
深
く
関
与
し
て
い
た
と
述
べ
た
が
、
人
文
主
義
者
の
活
動
の
場
で
あ
る
筈
の
ケ
ル

ン
大
学
は
神
学
部
が
大
き
な
影
響
を
保
持
し
て
お
り
、
そ
の
神
学
部
は
ド
ミ
ニ
コ
会
士
の
ス
コ
ラ
学
者
が
支
配
し
て
い
た
。
そ
の
後
上
ド
イ
ツ

地
域
の
人
文
主
義
者
達
が
経
済
的
に
繁
栄
す
る
ケ
ル
ン
に
集
ま
り
始
め
、
リ
ン
ク
家
な
ど
都
市
の
指
導
層
が
パ
ト
ロ
ン
と
な
り
外
国
人
学
者
を

招
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
ケ
ル
ン
市
民
の
中
に
は
外
国
人
へ
の
忌
避
感
も
根
強
く
、
給
料
な
ど
の
問
題
で
小
競
り
合
い
も
生
じ
た
の
で
、

人
文
主
義
者
の
活
動
の
場
と
し
て
は
あ
ま
り
良
い
情
況
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ヨ
ハ
ン
・
リ
ン
ク
が
招
い
た
ラ
ベ
ン
ナ
の
ピ
エ
ト
ロ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

授
業
方
法
を
巡
っ
て
市
参
事
会
と
対
立
し
て
い
る
し
、
フ
ァ
ブ
リ
ウ
ス
と
い
っ
た
学
者
に
対
し
市
参
事
会
は
講
義
の
禁
止
を
通
達
し
て
い
る
。

ケ
ル
ン
大
学
の
人
文
学
部
は
激
減
し
て
い
た
学
生
増
加
を
図
り
、
一
五
二
〇
年
か
ら
教
師
達
が
そ
の
当
時
の
人
文
学
者
達
が
書
い
た
著
作
を
授
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⑪

業
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
市
参
事
会
に
要
求
し
た
。
し
か
し
一
五
二
五
年
、
教
師
達
が
望
ん
だ
エ
ラ
ス
ム
ス
の
著

作
で
は
な
く
、
一
部
の
人
文
主
義
者
の
著
作
の
使
用
が
許
可
さ
れ
た
の
み
に
終
わ
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
人
文
学
部
の
抜
本
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ム
改
革
は
一
六
世
紀
末
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
指
導
下
に
行
な
わ
れ
る
ま
で
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ケ
ル
ン
で
は
市
民
の
中
か
ら
有
能
な
人
文
主
義
者
を
育
成
す
る
土
壌
は
存
在
し
な
か
っ
た
し
、
外
国
か
ら
招
い
た
人
文
主
義
者

に
対
し
て
も
市
参
事
会
の
圧
力
は
激
し
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
リ
ン
タ
ー
族
の
よ
う
に
、
市
政
の
中
枢
に
食
い
込
ん
で
い
た
都
市
上
層
市

民
に
人
文
主
義
へ
の
理
解
が
深
か
っ
た
こ
と
は
市
参
事
会
の
管
理
下
に
あ
る
慈
善
施
設
を
整
備
し
、
監
督
業
務
を
受
け
持
と
う
と
す
る
動
き
へ

繋
が
り
、
主
に
彼
等
の
よ
う
な
富
裕
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
莫
大
な
慈
善
寄
付
は
、
捨
て
子
養
育
施
設
の
充
実
や
貧
し
い
娘
達
の
為
の
結
婚
基

金
の
よ
う
な
新
し
い
社
会
規
律
の
為
の
慈
善
の
形
を
生
む
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
彼
等
は
一
方
で
教
区
の
代
表
者
と
し
て
教
区
レ
ベ
ル
で
現

実
的
な
形
で
の
救
貧
シ
ス
テ
ム
を
実
施
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
市
政
府
が
主
導
し
て
救
貧
改
革
が
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
全

体
を
徳
題
す
れ
ば
一
見
改
革
が
な
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
程
、
市
民
に
対
す
る
福
祉
政
策
は
充
実
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
結
局
内
実

は
中
途
半
端
に
し
か
シ
ス
テ
ム
自
体
は
変
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
為
、
市
民
へ
の
真
の
救
貧
と
生
活
の
規
律
化
は
、
恒
久
的
な
矯
正
施
設
と

し
て
監
獄
が
登
場
し
、
捨
て
子
の
訓
育
な
ど
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
内
の
改
革
施
設
で
あ
る
イ
エ
ズ
ス
会
が
関
与
す
る
よ
う
に
な
る
一
七
世
紀
に

入
る
ま
で
完
遂
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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③
　
リ
ヨ
ン
の
改
革
を
指
導
し
た
の
は
、
神
学
博
士
で
あ
り
、
司
祭
で
も
あ
っ
た
ジ

　
ャ
ン
・
ド
・
ヴ
ォ
ー
ゼ
ル
と
ル
ッ
カ
出
身
で
ド
ミ
ニ
コ
会
士
で
あ
っ
た
サ
ン
チ

　
ィ
・
バ
ニ
ー
二
。
二
人
と
も
人
文
主
義
者
で
あ
っ
た
。
デ
イ
ヴ
ィ
ス
、
前
掲
『
愚

者
の
王
国
　
異
端
の
都
市
隔
五
一
頁
か
ら
五
三
頁
。

②
リ
ン
ク
家
は
ケ
ル
ン
に
移
っ
て
か
ら
も
、
ハ
ン
ザ
と
の
交
易
に
従
事
す
る
者
が

多
か
っ
た
。
男
・
H
巨
α
q
騨
甲
頃
留
ω
①
訂
鼠
一
Φ
三
Ω
団
暮
①
舞
臨
く
臼
臨
営
ず
ロ
ω
魯
雪
α

　
黛
㊦
ぎ
『
禽
刃
ぎ
o
r
一
員
き
謹
恥
曹
肉
黛
§
鋒
囚
α
ぎ
ち
お
“
ψ
ω
一
ω
．

③
≦
ω
窪
良
μ
馨
ミ
黛
ミ
郎
§
、
篭
写
、
§
も
ミ
ミ
慧
ミ
ミ
N
§
§
き
§

　
国
α
写
一
〇
⑩
ρ
ψ
①
Q
Q
瞥

④
切
・
野
。
。
訂
Ψ
◎
ミ
N
§
N
ミ
Q
題
§
ら
ぎ
憂
ミ
鳶
、
ミ
嵩
懸
ぴ
§
馬
場
、
神
S
謎
§

　
N
§
ぽ
匙
ミ
縣
魯
b
d
ら
H
H
H
・
切
8
ロ
一
8
c
。
w
ω
■
G
。
9
｛
’

⑤
”
り
…
描
写
竃
ρ
§
讐
ご
《
ω
帥
§
窪
§
篇
2
琢
α
q
ω
ヨ
8
p
巳
魯
2

　
げ
巴
Φ
δ
「
窪
り
…
、
．
扇
げ
噺
．
－
ω
．
G
。
O
一
宗

⑥
ω
畠
慧
西
窓
．
○
ご
鱒
ミ
畏
ω
」
①
臨
．



⑦
頃
．
≧
♂
”
（
①
ぴ
e
》
e
墓
§
鷺
。
ミ
§
憂
■
肉
§
ミ
同
×
も
℃
．
罐
O
山
念
も
℃
■

　
蒔
㎝
⑩
－
群
①
ρ

⑧
｝
．
竃
g
。
鉱
＄
（
Φ
び
e
響
9
ミ
ら
ミ
ぎ
、
雰
駄
肉
§
ミ
婁
く
H
9
↓
「
。
p
ε
お
蓉
」

　
㍗
卜
⊃
「

⑨
一
五
〇
六
年
か
ら
一
五
〇
八
年
の
問
、
ケ
ル
ン
大
学
に
招
か
れ
た
イ
タ
リ
ア
人

　
の
法
学
教
授
。
人
文
主
義
者
で
あ
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近世初期ケルンにおける救貧制度改革とその展開（櫻井）

終
　
わ
　
り
　
に

　
以
上
、
本
稿
で
は
救
貧
対
策
に
対
す
る
ケ
ル
ン
市
参
事
会
と
教
会
や
入
文
主
義
者
な
ど
市
内
の
諸
勢
力
と
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
一

六
世
紀
に
お
け
る
都
市
ケ
ル
ン
の
社
会
統
制
の
在
り
方
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
し
て
き
た
。
最
後
に
全
体
を
総
括
す
る
。

　
第
一
章
で
は
ケ
ル
ン
市
当
局
の
治
安
、
風
紀
に
対
す
る
統
制
力
の
脆
弱
さ
を
検
討
し
た
。
そ
の
よ
う
な
統
制
の
不
十
分
さ
の
背
景
に
は
、
都

市
役
男
の
腐
敗
が
恒
常
化
し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
市
内
の
教
会
所
領
の
多
さ
に
よ
り
都
市
当
局
の
支
配
権
が
分
散
状
態
に
あ
っ
た

こ
と
も
規
制
の
完
遂
を
困
難
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
章
で
は
都
市
貧
民
の
扶
養
と
い
う
問
題
に
都
市
当
局
や
教
区
が
如
何
に
扶
助
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ

の
中
で
判
明
し
た
の
は
教
区
共
同
体
を
中
心
と
し
た
救
貧
シ
ス
テ
ム
の
分
権
体
制
で
あ
る
。
し
か
し
各
教
区
共
同
体
の
独
自
の
発
達
過
程
、
特

に
各
教
区
ご
と
の
不
均
衡
な
権
力
構
造
の
実
態
は
、
市
当
局
の
教
区
に
対
す
る
統
制
強
化
を
益
々
困
難
に
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
教
会
施
設
に

よ
る
貧
民
へ
の
喜
捨
は
　
六
世
紀
を
過
ぎ
て
も
ま
だ
形
骸
化
し
て
お
ら
ず
、
富
裕
者
の
救
霊
と
貧
者
へ
の
施
し
と
い
う
共
生
関
係
は
近
世
以
降
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も
ず
っ
と
機
能
し
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
エ
ハ
世
紀
後
期
ケ
ル
ン
で
活
躍
し
た
市
参
事
会
員
ヘ
ル
マ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ワ
イ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
①

ベ
ル
ク
の
回
想
録
の
記
述
に
よ
っ
て
も
証
明
さ
れ
る
。
一
五
八
九
年
二
月
七
日
「
イ
エ
ズ
ス
会
士
フ
ラ
ン
シ
ス
ク
ス
は
旧
市
場
近
く
の
市
の
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

歯
内
で
貧
し
い
子
供
達
の
為
に
盛
大
な
も
て
な
し
を
行
な
っ
た
」
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
は
二
年
前
か
ら
ケ
ル
ン
市
内

の
教
会
前
や
小
路
で
寝
て
い
る
浮
浪
者
達
に
教
え
を
説
き
、
富
裕
者
か
ら
前
も
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
喜
捨
を
与
え
た
。
市
参
事
会
は
今
後
そ
の

よ
う
な
行
為
を
行
な
う
こ
と
を
禁
止
す
る
旨
を
イ
エ
ズ
ス
会
に
通
達
し
た
が
、
守
ら
れ
た
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
。
ケ
ル
ン
市
で
他
都
市
と

比
較
に
な
ら
な
い
程
、
一
六
世
紀
の
間
教
会
や
慈
善
に
対
す
る
寄
付
が
増
加
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
カ
ト
リ
ッ
ク
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で

は
説
明
が
つ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
格
的
な
救
貧
改
革
条
令
の
起
草
の
障
害
と
な
っ
た
の
は
こ
う
し
た
教
会
勢
力
の
強
さ
と
何
よ
り
市
民
の
支

持
が
背
景
に
あ
り
、
そ
れ
は
市
民
個
人
と
し
て
の
救
霊
へ
の
希
求
の
表
れ
で
あ
っ
た
。

　
第
三
章
で
は
支
配
層
へ
の
人
文
主
義
思
想
の
浸
透
を
考
察
し
た
。
そ
し
て
リ
ン
タ
ー
族
の
よ
う
な
新
し
い
慈
善
思
想
の
洗
礼
を
受
け
た
都
市

の
指
導
層
が
行
な
っ
た
、
個
人
的
慈
善
寄
付
が
従
来
の
救
貧
シ
ス
テ
ム
を
僅
か
な
が
ら
変
化
さ
せ
た
と
結
論
付
け
た
。
し
か
し
彼
等
と
て
強
大

な
カ
ト
リ
ッ
ク
都
市
ケ
ル
ン
で
は
改
革
を
指
導
す
る
ま
で
の
権
力
を
持
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
真
の
救
貧
改
革
と
見
倣
せ
る
社
会
の
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

化
は
、
次
世
紀
に
教
会
組
織
の
イ
エ
ズ
ス
会
が
貧
昆
の
訓
育
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
更
に
監
獄
が
登
場
し
市
民
生
活
の
規
律
化
が
な
さ
れ

て
か
ら
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
～
六
世
紀
に
ケ
ル
ン
で
な
さ
れ
た
救
貧
「
改
革
」
は
、
農
村
の
食
料
危
機
、
疫
病
流
行
、
雇
用
関
係
の

変
化
や
都
市
経
済
の
行
き
詰
ま
り
な
ど
に
よ
り
発
生
し
た
浮
浪
・
貧
困
化
と
い
う
初
期
近
代
社
会
の
歪
み
を
、
人
文
主
義
と
い
う
薄
い
膜
に
包

み
な
が
ら
、
教
会
、
教
区
と
い
っ
た
中
世
的
伝
統
で
対
処
し
よ
う
と
し
た
試
み
だ
っ
た
の
だ
。

　
従
っ
て
以
上
の
成
果
を
社
会
統
制
に
対
す
る
ケ
ル
ン
市
当
局
の
支
配
構
造
の
考
察
に
当
て
は
め
る
な
ら
次
の
よ
う
な
結
論
を
導
き
得
る
。
既

に
ケ
ル
ン
市
が
都
市
領
主
た
る
ケ
ル
ン
大
司
教
か
ら
法
政
上
、
事
実
上
の
自
治
権
を
獲
得
し
、
帝
国
自
曲
都
市
に
な
っ
た
後
で
も
社
会
生
活
、

宗
教
生
活
の
側
面
で
教
会
勢
力
が
市
民
に
与
え
る
影
響
が
弱
ま
っ
た
と
は
い
え
ず
、
ケ
ル
ン
市
当
局
は
一
六
世
紀
以
降
も
ケ
ル
ン
市
内
の
教
会

施
設
の
動
向
を
窺
い
な
が
ら
市
民
生
活
の
規
律
化
を
試
み
て
い
た
、
と
い
え
る
。
勿
論
大
司
教
と
市
内
の
教
会
諸
勢
力
を
一
つ
の
も
の
と
し
て
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は
扱
え
な
い
し
、
救
貧
と
い
う
伝
統
的
に
教
会
の
管
轄
で
あ
っ
た
領
域
で
見
ら
れ
る
事
象
を
そ
の
ま
ま
市
政
統
治
に
適
用
す
る
こ
と
は
危
険
で

あ
る
。
し
か
し
少
な
く
と
も
初
期
近
世
に
お
け
る
教
会
勢
力
と
市
参
事
会
の
関
係
は
、
従
来
見
徹
さ
れ
て
い
た
よ
り
も
か
な
り
強
固
だ
っ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

近世初期ケルンにおける救貧制度改革とその展開（櫻井）

①
　
ヘ
ル
マ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ワ
イ
ン
ス
ベ
ル
ク
は
ワ
イ
ン
を
扱
う
商
人
で
、
ケ
ル
ン

　
市
参
事
会
員
で
も
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
の
書
い
た
圓
想
録
は
、
｛
六
世
紀
後

　
期
の
ケ
ル
ン
社
会
を
理
解
す
る
上
で
一
級
の
史
料
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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α
◎

　
　
▼

③
一
六
三
六
年
、
二
人
の
聖
職
者
に
よ
っ
て
ブ
リ
ジ
エ
ン
通
り
に
聖
サ
ル
ヴ
ァ

　
ト
ー
ル
と
い
う
仕
事
場
が
、
物
乞
い
の
管
理
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
。
し
か
し
、

　
こ
の
建
物
は
、
女
性
用
の
監
獄
と
し
て
し
か
機
能
せ
ず
、
男
性
乞
食
に
と
っ
て
は

　
施
し
物
の
案
内
所
で
し
が
な
か
っ
た
ら
し
い
。
イ
ル
ジ
ー
グ
ラ
i
、
前
掲
『
中
世

　
の
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
た
ち
』
王
六
頁
か
ら
王
七
頁
。

（
京
都
大
学
研
修
員
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beg血【iing　froln　Koko　was　regarded　as　the　main，　and　the　other　as　a　branch．　The

same　situation　reoccurred　early　in　the　l　lth　cen亡ury．　This　t三me，　the　scholars

regarded　the　Enyu（円融）lirleage　as　the　mai1，　and　the　Reizei（冷泉）lineage　as　a

branch．　After　that，　the　treasure　named　Suzuka（鈴鹿），　which　the　emperors　il

the　Enyu　1ineage　had　owned，　was　added　to　the　hereditary　treasures　of　the

emperor．

Entwicklung　der　Armenfursorge　in　der　Frtihneuzeit，

　　　　　　dargestellt　am　Beispiel　der　Stadt　Kdln

von

SAKURAI　Miyuki

　　ArmenfCirsorge，wie　wir　sie　heute　kennen，gab　es　vor　dem　16．Jahirhundert

nicht．Sie　lag　zunachst　hautstichlich　in　den　Handen　der　Kirche　und　wnrde　erst　ab

dem　16．Jahrhundert　sehr　z6gerlich　zur　Aufgabe　der　Stadtobrigkeit．　Bereits

gegen　Ende　des　15．Jahrhunderts　hatte　der　k61ner　Stadtrat　die　Bettelei　streng　zu

kontorolieren　begonnen．

　　Aber　es　gab　neben　solchen　kommunalen　Versucken，die　Annenf（irsorge　zu

regeln，　irnmer　noch　die　ArmenfCirsorge　der　Kirche．　Und　die　sog．　Amienbretter，

ein　System　ini　Armenwesen，das　von　den　Kirchspielgemeinden　getragen　wurde，

richtete　man　sogar　erst　im　16．　Jahrhundert　ein．　NatUrlich　hat　es　immer　schon

eine　kirchliche　Fhrsorge　fiir　Armen　gegeben．　Hier　funktionlerte　das　Armen－weseR

recht　und　schlecht，demi　sie　war　keine　standige　OrganisatioR．Und　die　Stadt　hat　nle

den　Versuch　untergenommen，solche　gemeindlichen　Armenfiirsorge　Einrichtungen

auf　Gesarntstadtebene　zuvereinen．

　　Die　Stadt　selbst　hat　mit　einem　Waisenhaus　und　dem　sog．　HeMgengeisthaus

selbst　auch　Armenftirsorge　betrieben．　Die　Einrichtungen　wurden　erst　im　17．

Jahrhundert　in　der　Leitung　umd　Organisation　effizienter．　Ja　sie　wurden　erst　zu

diesem　Zeitpuftkt　standige　Eiririchtungen，　die　bestimmte　Aufgaben　der

Armenf｛irsorgen　zu　Ubernehmen　hatten，　zumal　es　noch　den　sehr　starkeR　und

einfluBreichen　Bettelorden　gab．　Und　dieser　Orden　unemahm　nattirlich　viele

Aufgaben　auf　diesem　Feld　Aufgaben，die　die　Finanzen　der　Stadt　sehr　in　Anspruch

genommen　htitten．

　　Das　alles　erklart　die　Passivitat　der　Stadt　Kdln　hnsichtlich　der　Armenfttrsorge．

（648）



Die　ersten　Versuche，　clie　Armenf［irsorge　auf　kommunaler　Ebene　zu　regeln，　waren

somit　nicht　sehr　erfolgreich．　Kirchliche　tmd　Kommunale　Armenf［irsorge　wirkten

also　als　parallele　Einr　ichtungen．

　　Das　tinderte　sich　mit　Erscheinen　des　Humanisrnus　als　neue　aufirltirerische　ldee．

Auch　reichere　Btirger　der　Stadt　waren　nun　eher　geneigt，　durch　Spenden，　die

血anzie且e　Not　der　E謡chtungen　der　Arme血sorge　wenigstens　te丑weise　zu

m丑dem．

　　Das　alles　bedeutet　ebenso，　das　die　Stadtobrigkeit　auch　in　Zeiten　von

Nahrungskrisen　oder　Krisen，　die　durch　die　vemiehrte　Zuwandemng　in　die　Stadte

entstanden　waren，　recht　wenig　auf　diesem　Gebiet　untergenomen　hat．

　　Erst　im　19．　Jahrhundert　gab　es　Bemifhungen，　Probleme　iir｝　Armenwesen　durch

gemeindliche　Eimrichtungen　wirkungsvoller　in　den　Griff　zu　bekornmen．　Die

eigentlich　wirksamen　Organisationen　wurden　erst　durch　das　Elend　Zuge

europaischen　lndustrialisierung　geschaffen．

The　Application　of　Law　to　the　yeke　sVabi　i’n　Mongolia　under　the　Oing

Dynasty’s　Rule　：　Serfs　of　the　Great　Living　Budcha　and　Criminal　Cases

by

HAGIHARA　Mamoru

　　Apart　from　the　nobihty　and　the　slaves，　the　Outer　Mongolian　nomads　under　the

Qing　dy血asty’s清朝rule　were　c豆ass薗ed　ilto　the　following　three　groups　of　social

standing：　namely，　sumun－u　arad，　who　were　the　free　subjects　of　the　Qing

emperor，　qamiily－a，　who　were　private　serfs　of　the　MongoHan　nobmaty，　and　s“abi，

who　were　serfs　of　living　Bud（thas　of　Tibetan　Buddhism．　Although　the　outline　of

the　judicial　rule　conceming　sumun－u　arad　and　qaop”i17－a　has　been　made　clear，　the

problem　of　what　law　was　applied　to　criminal　cases　involving　yelee　s”abi，　who　were

serfs　pec面ar　to　the　great　living　Buddha　in　the　city　of　yelee履勿一θ庫倫has　not

been　clarified　at　ali，　because　they　were　controHed　under　a　special　adrninistrative

organization．　So　far，　we　have　three　different　theories．　As　a　result　of　identifying

the　laws　applied　to　three　criminal　cases　of　yelee　s“abi　i　the　late　Qing　dynasty，　this

paper　will　show　that　in　addition　to　the　original　Mongolian　law　qalq－a　iirum，　Menggu

li蒙古例and、Dαqing　ldili大嘘律例of　the　Qing　govemment　had　begun　to　be　in

effect　by　the　end　of　the　dynasty．　Also，　made　clear　is　the　continued　use　of　ula7an
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